
平成２８年３月３１日現在

（１）この実施状況は、計画書に掲載された成果指標の推移や各事業の実施状況について基本目標ごとにまとめたものです。

（２）№は、計画書に掲載されている番号です。

（３）実施状況中の実施区分については次のとおりです。

　「拡充・充実」とは、事業内容等の拡大・充実を図ったものです。

　「現状維持」とは、現状どおり事業を維持したものです。

　「見直し」とは、事業執行の手段や方法の変更、類似事業と整理・統合などを図ったものです。

　「廃止」とは、事業を廃止したものです。

基本目標１　人権を大切にする取組の推進

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

平成３０年度 平成３１年度

平成２９年度

基準値

41.7

達成度

自分のことが好きと言える子どもの割合
【市独自調査】

子どもの自己肯定感を見る指標
（子ども・子育て支援アンケート調査において、「わからない」と回答した子どものうち2割が「好き」と回
答し、増加することを目標に設定。）

平成２７年度

22.8

47.9

平成２８年度 平成２９年度 目標値

47.6

指　　標

指標の説明等

子ども・子育て支援事業計画(子ども施策の具体的事業)の実施状況

取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度
事業数

決算額の増減 －

平成３１年度平成２８年度平成２７年度

17 17

決 算 額

予 算 現 額 374,090

363,224

区　　　　　分
事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３０年度
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４　事業の実施状況

所管課

学校教育課

こども青少年課
児童相談所

学校教育課

学校教育課

こども青少年課

こども青少年課

こども青少年課

精神保健福祉課8 971

№ 予算現額
（単位:千円）平成27年度の実施状況

・人権福祉教育担当者会を２
回実施し、人権尊重の視点に
立った学校づくりについて情
報提供。
・人権・福祉教育推進校（小・
中各１校）の実践を担当者会
で報告、活動展で各校（３年に
１度全校該当）の取組を展示
発表。
・指導主事による学校を訪問
しての人権研修(４６校）。

子どもの権利保障、児童虐待
の防止等のため、市職員に対
する職場専門研修及び派遣
研修を実施した。

・「子どもの権利条約」と合わ
せて「相模原市子どもの権利
条例」の学習資料を周知し、
活用事例を紹介し活用を図
る。
・資料を活用した授業実践を
担当者会において情報共有。

・担当者会や人権研修におい
て「子どもの権利条約」と合わ
せて「相模原市子どもの権利
条例」についての理解を促進
する。

関係機関に、子どもの事業へ
の参画、意見の反映等を促す
よう努めた。

実施
区分

現状維持

今後の課題・方向性等

・担当者会の充実、推進校
の実践の市内への共有化
を進める。
・指導主事による人権研修
を未実施校に働きかけて
実施するとともに、学校の
担当者が校内で研修でき
るよう、資料の紹介を進め
る。

子どもの権利保障、児童虐
待の防止等のため、市職
員、児童福祉施設職員等
に対する研修の充実を図
り、福祉人材を育成する。

・「子どもの権利条約」の理
念に基づいた、本市の条
例が制定されたことから、
権利についての学習資料
として、これまでに加えて
「相模原市子どもの権利条
例」の学習用パンフレットの
活用を促すようにしていく。

・「相模原市子どもの権利
条例」についての教職員の
理解を促進する。

7 9,376 7,086

0

2 1,682 1,242

1 261 249
人権・福祉教育の推
進

6 984 839

5 0 0

4 0 0

3

継続的に実施していく。

パンフレットは引き続き作
成、配布を行う。また子ども
の権利の日を中心とした、
子どもの権利の普及・啓発
のための事業を実施する。

決算額
（単位:千円）

自殺総合対策の推
進

現状維持

相模原市自殺対策協議会を
開催（２回）し、行動計画の評
価指標を策定した。

行動計画の達成に向け
て、ゲートキーパー養成等
の取組みの継続。次期行
動計画策定に向けて実態
把握の検討。

子どもの権利救済委
員等の設置

拡充・充実

相模原市子どもの権利条例に
基づき子どもの権利救済委員
を設置すると共に、子どもの
権利相談室を平成27年11月
に開設。子どもの権利侵害に
関する相談・救済に対応した。

子どもの権利相談室の周
知啓発リーフレット・カード
（定規型）を作成し、市内
小・中学校等に配布を行
い、広く周知に努める。

子どもの権利の普
及、啓発

現状維持

相模原市子どもの権利条例の
パンフレット＜小学生用・中学
生用・一般用＞を作成、配布
し、広く周知を図るとともに、普
及・啓発に努めた。

子どもの権利保障の
推進

現状維持

「子どもの権利条約」
の教職員への啓発

拡充・充実

「子どもの権利条約」
学習資料の活用

拡充・充実

子どもの人権等にか
かる研修事業の推
進

現状維持

0

550

事　　　業　　　名
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４　事業の実施状況

所管課№ 予算現額
（単位:千円）平成27年度の実施状況

実施
区分

今後の課題・方向性等 決算額
（単位:千円）事　　　業　　　名

こども青少年課
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

児童相談所

こども青少年課

こども青少年課

学校教育課

青少年相談センター260,318
青少年・教育相談事
業の推進

13 4,270 4,230
CAPプログラムの実
施

12 1,400 1,172
児童虐待防止の啓
発事業

現状維持14 262,038

現状維持

現状維持

・子どもや学校の実情に応
じて、繰り返し指導ができ
る防犯安全教育プログラム
「安全教室」を作成した。Ｃ
ＡＰワークショップは28年度
は希望校が実施、29年度
からは全小学校においてこ
のプログラムの実施に移
行する。

年々、相談内容は多岐に
わたり複雑化している。ま
た、保護者による相談が増
加している。今後も本人・
保護者等の相談ニーズを
把握しながら、相談体制の
充実を図る。

市印刷広告協同組合や和泉
短期大学等の協力により、オ
レンジリボンを活用し、広報・
啓発活動を実施。また、市電
設協会の協力により、ウェル
ネスさがみはらをオレンジ色
にライトアップし、児童虐待防
止の啓発を行った。さらに、
「命の大切さ」というテーマを
通じて、子育てや児童虐待に
ついて考える機会とし、映画
「うまれる　ずっと、いっしょ。」
上映会を開催。その他、さが
みはらフェスタへの出展や、広
報さがみはらへの特集記事の
掲載等を行った。

・全小学校で低学年を中心に
ＣＡＰワークショップを実施。
・初任者向けの大人ワーク
ショップの実施。

電話・来所相談13,933件と多く
の相談に関わった。内容とし
ては、「不登校」や「登校しぶ
り」に係る相談が約60％を占
め、「登校しぶり」に関する相
談がもっとも増加した。長期欠
席や問題行動等のケースに
対して、学校や関係機関と連
携・協働し、事態の改善に取り
組むため、スクールソーシャル
ワーカーを2名増員し5名とな
り、54件のケースを継続受理
し対応した。

0

社会福祉審議会児
童福祉専門分科会
児童虐待検証部会
の運営

10 50,776 47,773
児童相談所機能の
充実・強化

継続的に実施していく。

9 3,702 3,441
要保護児童対策地
域協議会の運営

11 378

現状維持

現状維持

現状維持

代表者会議、実務者会議、
ケース会議を必要に応じて開
催し、要保護児童、要支援児
童、特定妊婦の支援や、要保
護児童対策を実施した。

児童相談所機能の充実や強
化策として、弁護士法律相談・
精神科医等医療相談の実施
や児童相談員・心理判定員等
の非常勤特別職の任用を行っ
た。

該当案件が発生せずに済ん
だ為、児童虐待検証部会開催
なし。

要保護児童等に関する問
題について適切に対応す
るとともに、早期発見及び
適切な保護のための連携
を図っていく。

虐待、障害、非行等児童と
その家庭に関する相談のう
ち、専門的な知識及び技術
を必要とする事例への支
援を担う児童相談所の機
能の充実・強化を図る。

事案が発生した場合に、検
証し、再発防止機能の充
実を図る。
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４　事業の実施状況

所管課№ 予算現額
（単位:千円）平成27年度の実施状況

実施
区分

今後の課題・方向性等 決算額
（単位:千円）事　　　業　　　名

青少年相談センター

青少年相談センター

学校教育課35,844いじめ防止への取組

16 90 90
不登校を考えるつど
い・不登校対応セミ
ナーの開催

15 462 390
ふれあい体験活動
の開催

17 37,700

現状維持

現状維持

現状維持

様々な体験活動によって
成就感を味わったり、自然
やものへの感性を高めたり
することができることから、
活動内容や、日程の組み
方等、検討を行い充実を図
る。

「不登校を考えるつどい」に
おいては保護者が少しでも
同じ悩みを共有できるよ
う、テーマ設定、ｸﾞﾙｰﾌﾟ協
議などを検討し、内容の充
実を図る。
「不登校対応セミナー」にお
いては未然防止の視点か
ら中学校区での取組の重
要性を理解してもらうよう、
今後も中学校区において、
開催をしていく。

いじめ防止フォーラムにつ
いては、各学校における取
組を主に市民に向けて発
表する形をとっていたが、
平成28年度以降は、聴衆
として児童生徒が参加する
形に改める。

平成27年度は相模川自然の
村野外体験教室「ビレッジ若
あゆ」で2回、ふるさと体験教
室「やませみ」で1回、合計3回
の体験活動を行った。
年間3回の実施に延べ125名
の児童・生徒、保護者が参加
し、リバーハイク、ウォールク
ライミング、木のクラフト等の
体験活動を通して、成就感を
味わったり、自然やものへの
感性を高めたりすることができ
た。

保護者向けの不登校を考える
つどい4回では、延べ70名の
参加があり、情報の共有や同
じ悩みを共有しあうことによっ
て、家庭における対応のあり
方等を考えることができた。
教職員向けの不登校対応セミ
ナーを3回実施し、延べ226名
の参加があった。不登校児童
生徒への具体的な関わり方
や、小・中学校の連携のあり
方や情報交換ができた。

・５月・１１月を「いじめ防止強
化月間」とし、各学校を通じて
児童生徒・保護者向けのリー
フレットを配付。いじめ防止啓
発ポスターの配付（学校・関係
機関）。
・いじめ防止フォーラムの開催
（11月15日、相模原教育会館）
同フォーラム開催チラシ、ポス
ターの配付。
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基本目標２　子どもの育ちを支える機能の充実と人材の確保

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

４　事業の実施状況

3,129

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

19
教職員の研修の充
実

現状維持

研修計画に則って各研修を
実施するとともに、受講者ア
ンケートなどを通して研修効
果測定を行った。次年度計画
の立案にあたり、この評価・
反省を生かし、内容の改善・
充実を図った。

研修の精査及び他課との
連携による効率的な研修
の実施

8,683

18
青少年指導者の育
成

現状維持

各種ジュニア・リーダー養成
研修会、リーダー研修会、子
ども会育成者研修会の実施
延べ参加人数：944人

子ども会等の青少年育成
団体と連携し、今後も引き
続き事業を実施していく。

3,433

総合学習センター

20
児童生徒理解に関
する講座の開催

現状維持

児童生徒理解を一層深める
ため、児童生徒指導担当者
研修講座・人権福祉教育研
修講座を通し、教師としての
専門性の向上を図った。

研修の精査及び他課との
連携による効率的な研修
の実施

70 70

3021
情報モラル教育の
推進

現状維持

学校からの依頼を受け、情報
モラルに関する視聴覚教材の
貸し出しや、教職員や保護者
等を対象とした研修を実施し
た。

教師用の指導資料「情報
モラルハンドブック」の一部
改訂、配付

30

事業数

75

取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

75

決 算 額

決算額の増減

5,107,723

－

区　　　　　分

予 算 現 額

事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成２８年度平成２７年度

5,802,899

平成３０年度平成２９年度

指　　標

指標の説明等

基準値

保育を必要とする児童が、保育を受けることができる割合

本市の保育環境が整えられているかを示す指標

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

98.7

達成度

100.0

100.0

目標値

100.0

所管課

青少年学習センター

総合学習センター

総合学習センター

7,179

決算額
（単位:千円）
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

学校教育課

2,351

24
援助職員専門研修
会の開催

現状維持

幼稚園教諭、保育所職員、教
職員向け研修会
実施回数　７回　　参加者　６
３１人

関係機関の支援者に対
し、継続的に障害児支援
技術の向上を図る。

22
学校支援ボランティ
ア制度の推進

現状維持

対象者を学生及び一般市民
とし、各小・中学校で子どもた
ちの教育活動を支え、より学
習効果をあげるため、「学校
支援ボランティア制度」として
推進した。

今後も子どもたちの教育
活動を支え、より学習効果
をあげるため、学校支援ボ
ランティア制度を推進す
る。

163 151

No.29に
含む

No.29に
含む

23
地域教育力活用事
業の推進

現状維持

・各学校が地域に在住する知
識・経験の豊かな人を指導協
力者として依頼した。
・指導協力者には、謝礼とし
て１単位時間（小学校４５分・
中学校５０分）あたり、５００円
の図書カードを配付した（各
学校には最大４０回分を配
付）。
・休業日における地域教育力
活用事業の協力者には、謝
礼として１単位時間（３０分程
度）あたり、５００円の図書
カードを配付した（指定校には
２０枚配付）。

・体験の充実、伝統・文化
に関する教育の充実に地
域教育力の活用が求めら
れていることから、必要性
の高い事業であるが、学
校によって活用状況の差
が見られるほか、指導を依
頼する協力者・指導内容
が固定化している学校も
ある。
・休業日における地域教育
力活用事業については、
その成果と課題を整理して
いく。

2,401

こども施設課

学校教育課

陽光園

こども青少年課
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課
健康企画課

1,242

26
相談指導教室ボラン
ティアの活用

現状維持

4室の相談指導教室に5名の
大学生が相談指導教室ボラ
ンティアとして児童生徒の支
援に関わった。児童生徒の一
人ひとりの特性に合った支援
が展開され、充実したものに
なった。

児童生徒の一人ひとりの
特性に合った支援がさらに
充実したものになるよう、
学生ボランティアの周知と
ともに、積極的に受け入れ
をしていく。

0 0

25
子どもの人権等にか
かる研修事業の推
進

現状維持 基本目標１　№2　を参照 基本目標１　№2　を参照 1,682
こども青少年課
児童相談所

青少年相談センター

60

28

子どもに関する相談
等について一元的
に応じる組織等の充
実

現状維持

各区のこども家庭相談課にお
いて、子ども自身や子育て家
庭からのあらゆる相談、療育
相談、児童虐待防止対策、保
育所入所、各種手当等につ
いて一元的に対応し、関係機
関と適切に連携することで、
相談から支援まで一貫した対
応を行った。

引き続き、関係機関と連携
し適切な対応を図るととも
に、妊娠期から子育て期ま
での切れ目のない支援を
提供する体制の検討を図
る。

－ －

27
こどもセンター、児
童館、児童クラブ指
導員等研修の充実

現状維持

質の確保、向上に向け、指導
員等の人材育成を図るため、
平成２７年度については年１
９項目の研修が実施され、延
べ５３９名が受講した。

専門的な知識や指導技術
を習得するため研修の充
実を図るとともに、施設間
の知識や事例の共有化に
向けて、相互交流研修を
実施していく。

60

19,51329
療育相談事業の推
進

現状維持

新規相談件数：５４０件
心理個別支援・評価件数：
　１，３３９件
児童発達支援事業利用延べ
人数：２，７９５人
機能訓練
　理学療法：６７４件
　作業療法：５９０件
　言語聴覚療法：８５６件
巡回訪問：
　保育園訪問回数２０１回
　幼稚園訪問回数１２７回

今後の療育センター再整
備基本計画等の方向性を
踏まえ、総合的に療育の
充実を図る。

24,998

陽光園
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

6



４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

青少年相談センター

青少年相談センター

30
発達障害支援セン
ターの運営

現状維持

相談支援　　１，１２３件
発達支援（継続相談）８９０件
就労支援　　２，２５６件
普及啓発・研修（主催・共催・
講師派遣）　４３回
関係機関との連携　　２８４回

発達障害の専門機関とし
て、発達障害児・者とその
家族への支援や支援者の
育成等を継続して行う。
また、市民に対して講演会
等を通じて、発達障害の理
解促進を図る。

15,596 15,197陽光園

260,318

32
ヤングテレホン相談
の実施

現状維持

電話・Eﾒｰﾙ相談が694件あっ
た。Eﾒｰﾙ相談が、全体の約
11.1％となっている。
また、「養育不安」を訴える内
容が昨年度よりも30件増加し
ている。

適確な電話相談の力を高
めるとともに、迅速なﾒｰﾙ
相談対応を心がけ、相談
者のニーズに合わせた相
談活動を推進する。
ヤングテレホン相談・Eﾒｰﾙ
相談の周知を図る。

7,711 7,656

31
青少年・教育相談事
業の推進

現状維持 基本目標１　№14　を参照 基本目標１　№14　を参照262,038

35
相談指導教室事業
の充実

現状維持

主に心因的な原因による不
登校児童生徒のために、学
校以外の活動の場である「相
談指導教室」において、不登
校児童生徒の通室及び通室
後、児童、生徒、保護者の相
談や指導を実施した。

実際のケースを扱った研
修を相談指導教室のス
タッフへ行い、配置してい
る相談指導教室付き青少
年教育カウンセラーととも
に、通室している児童生徒
への支援の充実を図る。
また、市民協働事業や
ホームタウンチーム（ダイ
ナボアーズ、ノジマステラ）
との連携を図り、相談指導
教室の音楽やスポーツ活
動の活性化を図る。

29,379 29,035

33 0

34
学校出張相談事業
の推進

現状維持

『小学校』
31,041件の相談があった。相
談内容で多かったのは昨年
に引き続き、「発達に関する
問題」が最も多く、次に「コン
サルテーション他」｢性格行動
上の問題」となっている。教職
員とカウンセラーが情報共有
し、具体的な支援方法につい
て検討が進められている。
『中学校』
21,162件の相談があった。相
談内容で多かったのは「コン
サルテーション他」が最も多く
なり、次に｢不登校｣｢登校しぶ
り｣「性格・行動上の問題」「授
業観察」となっていて、それぞ
れの相談件数も増加してい
る。生徒一人ひとりの特性、
課題に焦点をあてた相談が
充実している。

小中学校ともに、相談件数
は増加している。相談内容
も多岐にわたり複雑化して
いる。今後も青少年教育カ
ウンセラーの専門性を高
めるとともに、児童・生徒
や保護者の不安や悩みを
受け止めて、相談に当た
り、学校の教職員と情報共
有を図りながら、支援を進
めていく。

№14に
含む

№14に
含む

思春期相談の実施 現状維持 165人
気軽に相談できる窓口とし
て今後も継続して実施す
る。

0

036
相談指導教室ボラン
ティアの活用

現状維持 基本目標２　№26　を参照 基本目標２　№26　を参照 0

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

青少年相談センター

青少年相談センター

青少年相談センター
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

37
男女共同参画推進
センター女性相談室
事業

現状維持

ソレイユさがみ女性相談室に
おいて、子育てを含む女性の
様々な悩み相談を行った。
（H27相談件数：1,726件）

相談の約５割が心の問題
を起因とした相談である
が、臨床心理士による心
の相談にはつながりにくい
傾向がある（平成27　心の
相談7件）ことから、平成28
年度、心の相談について、
従来の面接相談に加え、
電話による相談を開始す
る。

8,335 8,101

47,773

39
子どもの権利救済
委員等の設置

拡充・充実 基本目標１　№7　を参照 基本目標１　№7　を参照 9,376 7,086

38
児童相談所機能の
充実・強化

現状維持 基本目標１　№10　を参照 基本目標１　№10　を参照 50,776

保育課

保育課

6,702

45
幼稚園の教育振興
に係る助成

現状維持

私立幼稚園37園に対し、教材
費、教職員研修費等の教育
研究経費及び管理経費として
補助を行った。

補助内容の妥当性を検証
しつつも、引き続き補助し
ていくことで、幼児教育の
振興及び教育環境の維持
改善を図っていく。

22,761

41
認定こども園の設置
促進

拡充・充実

平成27年度当初は保育所か
ら２園、幼稚園から１園、公立
の幼稚園及び保育所の合築
による１園の計４園が移行し
た。また、平成28年度当初の
開園に向け、幼稚園から２
園、保育所から１園の計３園
の幼保連携型認定こども園
への移行の準備を進めた。

また、「子ども・子育て支援
事業計画」において、「認
定こども園の普及につい
ての基本的な考え方」を示
しており、事業者の意向や
施設の状況などを十分に
踏まえながら、認定こども
園への円滑な移行に向け
た支援を行っていく。

910,010

前年度
繰越分
177,829

　
84,606
(翌年度
繰越分
338,426

)
前年度
繰越分
177,829

40
すくすく保育アテン
ダントの配置

現状維持

任用された保育専門相談員
は再任用職員、非常勤職員、
派遣職員合計で述べ人数で
１４名であった。受け付けた相
談件数は窓口と電話を合計し
て一年間で37,563件、相談支
援・案内実施率は100％であ
り、待機児童解消に大いに貢
献した。

国の緊急対策に基づき、
夜間・休日の時間外相談
を実施するなど、利用者の
視点に立った機能強化を
検討する。

29,237

86,403

43
幼稚園の預かり保
育・一時預かり事業
の充実

現状維持

預かり保育を実施する私立幼
稚園３９園に対し、人件費及
び保育経費について補助を
行った。

子どもの数が減少している
中、幼稚園の預かり保育
の需要は増加しており、引
き続き補助していくことで、
子育て支援の推進につな
げていく。

56,700 56,170

42
地域型保育事業の
促進

拡充・充実

H28年度４月開所に向けて、
小規模保育事業８施設、事業
所内保育事業２施設を整備し
た。

H28年度より小規模保育
事業の公募を行い、多様
な事業主体による実施に
努めていく。

86,500

40,318 40,301

44
園児の健康管理の
促進

現状維持

園児の定期健康診断及び特
定伝染病の治ゆ証明書発行
に対する助成制度を継続して
実施した。

現在の助成制度は、助成
対象などの見直しをしなが
ら継続して行う方向であ
る。

7,939 保育課

保育課

93246
幼稚園教諭や保育
士等の研修の充実

現状維持

外部の専門機関への研修参
加など各園での資質向上に
努めている。

今後の教育・保育の質を
向上させるために必要な
研修の充実を図る。

1,217 保育課

人権・男女共同参画課

児童相談所

こども青少年課

保育課

保育課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

保育課

保育課

47
異年齢・世代間交流
の推進

現状維持

・実践協力校において、幼・
保・小・中合同研修会を実施
するとともに、職員同士の交
流として、授業参観や保育参
観を行った。
・中学校区をもとにした枠組
みづくりとして「幼・保・小・中
連携表」を作成し、周知を行っ
た。

幼・保・小・中連携表を用
いた情報連携と行動連携
を推進するとともに、実践
協力校における取組みを
他の中学校区に周知して
いく。

90 85 学校教育課

35,845

49延長保育の拡充 拡充・充実

新規開設園を中心に、延長保
育実施施設数の拡充を図っ
た。

保護者の保育ニーズに対
応するため、引き続き新規
開設園を中心に実施施設
の拡充を図る。

199,700 185,020

48一時保育の拡充 拡充・充実

新規開設園を中心に、一時保
育実施施設数の拡充を図っ
た。

保護者の保育ニーズに対
応するため、引き続き新規
開設園を中心に実施施設
の拡充を図る。

52,623

保育課

保育課

208,997

51休日保育の拡充 現状維持 認可保育所２園で実施した。 継続的に実施していく。 7,687 7,687

50支援保育の推進 拡充・充実

支援保育コーディネーター養
成研修等の実施により、特別
な配慮を要する児童の受入
れ体制の充実を図った。

研修の充実や新規開設園
における受入れ促進など、
引き続き実施体制の充実
に向けた取組みを進める。

220,000 保育課

保育課

7,901

53
病児・病後児保育の
拡充

現状維持

各区に１か所づつ、計３施設
で実施し、保護者の就労と子
育ての両立を支援した。

各施設の利用率に改善の
余地があるため、更なる事
業周知を図るとともに、利
便性向上のため新規開設
の検討を進める。

43,625 41,781

52夜間保育の拡充 現状維持 認可保育所１園で実施した。 継続的に実施していく。 7,901

前年度
繰越分
192,952

前年度
繰越分
192,952

№41に
含む

前年度
繰越分
31,613

478,782

前年度
繰越分
31,613

保育課

保育課

0

57 認定保育室の活用現状維持

相談支援の中で、希望する園
が保留となっている保護者に
対し、利用可能な認定保育室
の案内を行った。

保留児童の解消のため、
認定保育室の積極的な活
用を図る。

55
保育所の新設によ
る受入の拡大

拡充・充実

平成27年度は、本園３園、分
園２園の新設、３施設の認可
保育所への移行、小規模保
育事業１１施設の開設によ
り、704名の定員拡大を図っ
た。

公募及び認定保育室から
の移行等により、保育需
要に応じた保育所新設を
行い、受入の拡大を図って
いく。

54
保育所の建て替え
等による定員拡大
の推進

拡充・充実

平成27年度は民間保育所1
園が建替え工事を竣工し、10
名の定員拡大を図った。

今後も既存保育所の建替
え等に際しては、必要に応
じて定員の拡大を図ってい
く。公立施設については、
懇話会を設置し、あり方の
検討を行っていく。

711,111 710,844

56
保育所等の定員の
弾力化の活用

現状維持
市の設置認可基準以内での
定員を超えた受入を行った。

待機児童解消に向けた国
の対応方針に基づき、定
員超過入所の柔軟な実施
を図っていく。

0 保育課

保育課

058
大規模開発におけ
る保育施設設置の
働きかけ

現状維持

100戸以上の大規模開発につ
いて、事前協議書の提出を求
め、事業計画の段階で事業
者との協議を行った。

事業者に対し、保育需要
の高まりについて周知し、
積極的な対応を指導す
る。

0 保育課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

陽光園

保育課

59
福祉型児童発達支
援センターの運営

現状維持

就学前の発達支援を必要と
する子どもが個々の成長発
達の目的に合わせた（毎日・
就園・親子）クラスで家庭との
相互協力のもと療育を通して
基本生活習慣や社会性を身
に着けるための支援を行っ
た。
在籍数　延べ７２７人（定員５
０人）

２９年度には緑区に民間
の児童発達支援センター
が開設され、各区に児童
発達支援センターが設置
されることになる。それに
伴って３０年度末には廃止
予定のため、徐々に縮小
するにあたって療育支援
の方法について考えてい
く。

5,371 4,736陽光園

4,957

61保育人材等の確保 拡充・充実

市総合就職支援センター内に
保育士等就職支援コーディ
ネーターを配置し、窓口での
就職相談、紹介、就職支援セ
ミナー、合同就職説明会を実
施。その他、神奈川県、県内
政令市、中核市との共同実施
により「かながわ保育士・保育
所支援センター」を運営し、無
料職業紹介、潜在保育士に
対する保育関係の情報提供
を実施。

今後も引き続き保育士の
専門性と質の高い人材を
安定的に確保できるよう、
事業を継続する。
また、離職防止等、就職後
のフォローアップについて
の取組や、宿舎借上げ事
業、修学資金貸付等事業
について推進し、事業の拡
大を図る。

7,307 6,856

60
医療型児童発達支
援センターの運営

現状維持

就学前の運動の発達に遅れ
のある子ども一人ひとりに合
わせた機能訓練や日常生活
の援助を行った。また、子ども
の全体的な発達を促すため、
多職種が関わる支援を行っ
た。
在籍数　延べ３３４人（定員４
０人）

２８年度に策定する療育セ
ンター再整備基本計画に
沿った整備及び福祉型児
童発達支援センター廃止
後の療育支援体制等につ
いて考えていく。

5,725

保育課

保育課

0

63
配慮を必要とする子
どもの受入れの推
進

拡充・充実

市主催によるアレルギー対応
研修や支援保育コーディネー
ター養成研修等、園での生活
に特別な配慮を要する児童
の受入れ体制の強化を図っ
た。

市主催による研修のほ
か、関係団体による研修
への参加を誘導するなど、
引き続き受入れ体制の充
実に向けた取組みを推進
する。

300 300

62
認定こども園・幼稚
園・保育所・小学校
の連携の推進

拡充・充実

市内全ての認定こども園・幼
稚園・保育所・小学校が連携
を図れるように、地区ごとの
幼保小連携表の検討・作成を
行った。

平成２８年度以降は、連携
表の地区ごとに連携を進
めていく。

0 保育課

保育課

0

65
新規施設への巡回
支援の実施

拡充・充実

保育士3名（うち2名は園長Ｏ
Ｂ）を巡回支援員として配置
し、新規開所施設を中心に、
適切な保育の実施や事故防
止等に配慮した環境づくり等
に関する助言・指導を実施し
た。

施設数の増加に対応する
ため、巡回支援員の増加
等実施体制の強化を図
り、引き続き保育の質の向
上に向けた支援を実施す
る。

7,860 7,860

64

津久井地域の健全
な保育環境の確保
と保育サービスの充
実

拡充・充実

与瀬保育園と相模湖幼稚園
が、幼保連携型認定こども園
（相模湖こども園）に移行し
た。
津久井地域の保育・施設整
備基本方針の策定に向けた
検討を行った。

今後は、津久井地域を含
めた公立施設の果たすべ
き役割やあり方について
検討を行い、基本方針の
策定を行う。

0

066
実費徴収に係る補
足給付事業

現状維持

平成２８年度からの事業実施
に向け、制度設計、庁内調
整、事業者への周知等を行っ
た。

特定教育・保育施設等に
おいて実費として徴収する
日用品代、行事費等に要
する費用に対し、生活保護
世帯について給付を行うも
の。平成28年度より予算を
確保し実施する。

0 保育課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

学校教育課

67
幼稚園教諭や保育
士等の合同研修へ
の支援

現状維持

相模原市幼稚園等新任教員
研修協議会主催で、公私立
の新任の幼稚園教諭や保育
教諭を対象とした研修を３日
間実施し、就学前の幼児教育
の質の向上を図った。また、
特別研修として、市内の公私
立幼稚園・保育所・認定こど
も園等の職員を対象とした講
演会「幼児期から児童期への
教育に係る教職員の資質向
上」を開催した。（平成27年12
月、参加者145名。）

就学前の幼児教育を担う
職員に対し、必要な知識
や技術等を習得できるよう
な研修や講演会などを通
して、職員の資質の向上を
図る。

500 463保育課

47,858

69
小・中連携教育推進
事業の充実

現状維持

・教育課程研究会において小
中合同部会を開催し、小・中
学校の接続などについての
取組みを促進した。
・指導主事が各中学校区内
の教員で構成される協議会に
参加し、推進中学校区の取組
紹介や、e-ネットSAGAMIで事
例を掲載するなど、全中学校
区への周知・共有を図った。

小中の系統性を意識した
授業改善の推進と、幼稚
園・保育所との連携を含め
た小中連携について検討
を進める。

868 854

68
少人数指導等支援
事業の推進

現状維持

・配置基準に基づき、小学校
１７校、中学校９校に非常勤
講師を配置し、支援を実施し
た。
・中学校３年生の学級におけ
る少人数学級のための非常
勤講師を３校に配置した。

事業の成果と課題を踏ま
え、平成２９年度の権限委
譲以降の少人数学級およ
び少人数指導等の在り方
について検討する。

50,107

71
海外帰国及び外国
人児童生徒教育の
推進

現状維持

・日本語巡回指導講師を、日
本語指導を要する児童生徒
が在籍する小・中学校に派遣
し、個別指導を行った（派遣
回数：２,５００回）
・母語が話せる協力者を日本
語指導等協力者として登録
し、学校へ派遣して原則とし
て個別指導を行うほか、日本
語を話せない保護者のため
に保護者会、個人面談、家庭
訪問等の通訳も対応した（派
遣回数：１,０５２回）

基礎的な日本語の指導に
とどまらず、教科学習のつ
まづきや学校生活上の諸
問題、又は家庭の諸問題
や将来の悩みなど、極め
て多岐に渡っている現状
があり、対応に苦慮してい
る。このため、関係機関(福
祉関係・NPO・青少年相談
センター)とさらなる連携を
図る必要がある。

21,446 20,479

70
外国人英語指導助
手（ＡＬＴ）派遣事業
の推進

現状維持

72 支援教育の推進 現状維持

「新・相模原市支援教育推進
プラン」に基づき、一人ひとり
の教育的ニーズに応じた支援
教育の推進を図った。

平成29年度より、新・相模
原市支援教育推進プラン
の後期計画を開始する。

0

73
異年齢・世代間交流
の推進

現状維持 基本目標２　№47　を参照 基本目標２　№47　を参照 90

市内小・中学校に外国人英語
指導助手（ＡＬＴ）を配置し、英
語教員・学級担任の協力のも
と、英語の「聞く・話す」を中心
とした英語教育の充実を図っ
た。

2018年度先行実施、2020
年度全面実施される新学
習指導要領では、小学校
高学年の外国語活動の教
科化、小学校中学年の外
国語活動の開始が示さ
れ、ＡＬＴの大幅な増員が
必要であるため、英語教
育検討会において検討を
進めている。

163,213

学校教育課85

161,485学校教育課

学校教育課

0 学校教育課

学校教育課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

環境教育の推進 現状維持

児童、生徒、教員等が学校ぐ
るみで「環境にやさしい学校
づくり」を継続して実践する「さ
がみ風っ子ＩＳＯ」の取組を推
進した。
平成２７年度までの認定校４
７校（小学校３０校、中学校１
７校）

ＩＳＯの担当者説明会や各
校の環境に関する取組等
の情報提供を行い、主体
的に継続して取り組めるよ
う支援する。ＩＳＯ委員会に
おいて、今後の認定校や
取組の在り方について検
討する。

0 学校教育課

学校教育課

学校教育課

0

75 道徳教育の充実 現状維持

地域人材や地域資源を活用
するほか、他教科との結びつ
きを考えるなど、各校におい
て学校教育全体を通した道徳
教育を推進した。

地域間、学校間、教師間
の質的な差が大きく、道徳
教育に関する理解や道徳
の時間の指導方法にばら
つきがあるため、平成３０
年度からの教科化を見据
えて教員研修のさらなる充
実や情報の共有化を図
る。

0 0

77
さがみ風っ子文化祭
の開催

現状維持

さがみ風っ子文化祭として、
造形「さがみ風っ子展」、学校
給食展、中学校英語弁論大
会、小学校連合音楽会、小・
中学校音楽発表会、中学校
演劇発表会、合同学芸会の
計７事業を予定どおり実施し
たことにより、児童・生徒が作
品展示や文化活動の成果の
発表を幅広く行うことととも
に、交流を図ることができた。

造形「さがみ風っ子展」の
会場となる淵野辺公園隣
接地の国有地を駐車場と
して利用しているが30年度
以降利用できなくなること
から、会場や開催方法に
ついて検討する必要があ
る。

14,663 13,725

76
学校図書館におけ
る教育活動の推進

現状維持

学校図書館の充実に向け、
蔵書の管理や図書館の積極
的な活用を図るために、青野
原小・中学校以外の小・中学
校（１０７校）に図書整理員を
配置した。

学校図書館の充実に向
け、引き続き外部講師を招
いた研修会を実施する。

48,792

74

79
通学区域の弾力的
運用の実施

現状維持
平成27年度指定変更児童生
徒数723人

「指定変更許可基準」を踏
まえ、今後も適正な執行を
図る。

0 0

78 課題研究推進事業現状維持

特色ある学校教育研究校な
どを指定し、実践研究を推進
した。延べ１７校が研究発表
会を開催し、市内学校関係者
などに成果を報告した。

各学校が実態に応じて研
究課題を設定し実践研究
を進めていることから、各
教科等に偏りが生じている
ため、様々な教科や教育
課題について研究を推進
することが必要である。

8,320

81
児童生徒災害共済
給付制度等への加
入

現状維持

学校管理下の災害について、
災害共済給付金、災害見舞
金、修学旅行総合保険の給
付を行うことで、治療費等の
保護者負担の軽減に努め
た。

継続的に実施していく。 61,437 58,722

80学校施設の整備 現状維持

屋体改修１２校、トイレ改修９
校、空調設備設置１１校を実
施

継続的に実施していく。 2,187,762

82
学校と地域の協働
推進事業の実施

現状維持

２６年度から引き続き「学校と
地域の協働推進コーディネー
ター」を小学校３校、中学校３
校の計６校に配置した。コー
ディネーターの研修会の開催
（４回）や、学校訪問の実施な
ど、活動の支援を行った。

コーディネーターの趣旨や
役割、活動内容、効果に
ついて広く周知する必要
がある。

1,076 総合学習センター

学校施設課

979

1,921,572

8,226

学校教育課

47,338

学校保健課

学校教育課

学務課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

83
青少年問題協議会
の運営

現状維持

５月と１０月に青少年問題協
議会を開催し、青少年の指
導・育成・保護・矯正等の各
分野から選出される委員相互
の情報共有を図った。

ネットの適正利用をはじめ
とする青少年の健全な育
成を阻害する新たな要因
に対して、地域ぐるみで対
応していけるよう会議の議
題としてとりあげ、啓発事
業等を推進する。

982 520

2,470

85
青少年街頭指導事
業の推進

現状維持

街頭指導件数1,093件。行為
内容別に見ると、｢携帯電話
を操作しながらの自転車運
転｣が全体の42.2%、｢自転車
二人乗り」が13.4％を占めて
いる。
また、「路上でのキックボー
ド」が多くなっている。

青少年街頭指導員がその
ときの状況に応じて、計画
的あるいは学校や関係機
関からの要請に柔軟に応
じて地域を巡回し、街頭指
導を行うことで、地域の子
どもたちの安全を図る。

8,213 7,797

84
青少年健全育成協
議会活動の推進

現状維持

各地区青少年健全育成組織
22団体に対して、補助金の交
付や必要な情報提供等の支
援を行うことにより、地域ぐる
みの青少年健全育成活動を
促進した。

担い手の新規開拓に努め
るとともに、各地区間の連
絡調整機能の強化を図る
ことで、地域ぐるみの青少
年育成活動の促進を図
る。

2,470

327

87
ネットパトロールの
実施

現状維持

小・中学校における学校非公
式サイトや問題のある個人
SNSサイトの検索を行い、定
期的に学校への情報提供を
行った。また、問題のあるサイ
トが発見された場合には、速
やかに関係各課や当該校へ
の情報提供を行った。

サイト件数のネットパト
ロールだよりへの紹介及
び関係各課への情報提供
の継続

3,308 3,195

86
学校警察連絡協議
会

現状維持

4地区｢中部地区・南部地区・
北部地区・津久井地区｣で、
開催された学警連では、学校
と4警察署及び関係機関が集
まり、お互いの連携のもとに、
学校安全や児童・生徒の非
行防止と指導支援について
協議し、共通理解を図ること
ができた。

今後も、学校と4警察署及
び関係機関がお互いを理
解し、さらに連携を強化
し、、学校安全や児童・生
徒の非行防止と指導支援
の充実を図る。

327

23

89
社会環境実態調査
の実施

現状維持

市青少年指導員連絡協議会
及び各地区青少年健全育成
協議会の協力を得て、イン
ターネットカフェ・まんが喫茶・
古書店・複合店等を調査し
た。なお、有害図書区分陳列
調査については当該調査に
統合された。

継続的に実施していく。 0 0

88
インターネットのフィ
ルタリング機能の利
用促進

現状維持

九都県市合同で、インター
ネットの適切な利用を促進す
るポスターを作成し、市内小・
中学校、公共機関へ配布し
た。

継続的に実施していく。 69

89

91
社会を明るくする運
動の推進

現状維持
犯罪や非行を防止するため、
運動の周知を図った。

犯罪や非行を防止するた
め、運動の推進を図る。

620 620

90
社会環境健全化啓
発ポスターの配布

現状維持

未成年の深夜外出防止ポス
ターを作成し、市内の小・中・
高校、公共施設、大型店舗等
へ配布した。

継続的に実施していく。 90

こども青少年課

こども青少年課

地域福祉課

こども青少年課

こども青少年課

青少年相談センター

総合学習センター

こども青少年課

青少年相談センター
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

8592
路上違反広告物の
撤去

現状維持

路上違反広告物追放推進員
制度により募集した推進員、
占用企業者及び市職員等に
より年間を通じて活動を行
い、平成27年度には159枚を
除却した。

路上違反広告物追放推進
員が除却できる対象物（貼
り紙、はり札）は、ほとんど
掲出されていない状況で
ある。

200

路政課
緑土木事務所
津久井土木事務所
中央土木事務所
南土木事務所
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基本目標３　子どもの夢をふくらませる場づくりの推進

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

４　事業の実施状況

区　　　　　分

予 算 現 額

決 算 額

決算額の増減

事業数

52

取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

52

指　　標

指標の説明等

基準値

体験活動をして良かったと感じる児童生徒の割合
【市独自調査】

体験学習の効果を見る指標
（活動内容の充実等により、4.4ポイントの増加を見込み目標を設定。）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

75.6

達成度

84.5

105.6

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

93
こどもセンター、児童
館事業の充実

拡充・充実

こどもセンターや児童館にお
ける事業を各運営委員会に委
託実施。また利用児童の作品
を「児童工作展」にて展示し
た。（アリオ橋本）
また、事業実施型の放課後子
ども教室を18館から25館に拡
充して実施した。

地域における子育て支援
施策の中心的な拠点として
機能の充実を図っていく。
また、事業実施型の放課
後子ども教室を拡充して実
施する。

26,395 25,400

94
こどもセンター、児童
館、児童クラブ運営
体制の充実

現状維持

保護者や地域住民、学校関係
者等が運営委員会に参加す
ることにより、その意見を反映
した。

引き続き運営委員会に保
護者や地域住民、学校関
係者等に参加してもらう。
また、家庭や学校、地域と
連携しながら子どもを見守
ることができる体制を推進
していく。

45,286 43,128

事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

1,478,122

1,215,035

－

目標値

80.0

所管課

こども施設課

こども施設課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

こども施設課

こども施設課

95
中高生の居場所づく
りの推進

現状維持

中高生の居場所づくり事業の
実施は相武台・大野台・大野
南こどもセンターの３施設を維
持。相武台・大野台は毎週１
日を実施日として夜間開放を
行い、大野南はこども運営委
員会が行事などの企画運営を
行い、こどもセンター行事への
参加・協力を行った（不定期、
１５回）。

対応できる職員の確保や
実施場所について課題と
なっているので、利用者・
職員双方の声を聞き、居場
所の意見に向けた検討を
行う。

－ －

96
公立児童クラブ運営
体制等の充実

現状維持

市立児童クラブの対象年齢や
育成料の適正化、更なる民間
活力の活用方法など、総合的
な放課後対策について「さが
みはら児童厚生施設計画」に
反映するため、外部関係者で
構成される協議会及び庁内検
討会議を設置し、計画の見直
しに向けた意見聴取等を行っ
た。

平成28年度中の計画改定
に向け、引き続き検討作業
を継続する。
「後期実施計画」や「都市
経営指針実行計画」、「公
共施設の保全・利活用基
本指針」との整合を図りつ
つ、検討を進めていく。

－ －

97
公立児童クラブの再
整備及び改修

拡充・充実

施設整備、改修等により344
人の定員拡大を行った。
①施設整備による定員拡大
（40人増）
②余裕教室改修による定員拡
大（95人増）
③こどもセンター諸室放課後
活用による定員拡大（109人
増）
④既存施設の定員の見直し
（100人増）

教育委員会と連携し、学校
施設への整備を積極的に
推進していく。また、学校施
設への整備が困難な場合
は、学校周辺の公共施設
等の活用について検討す
る。

26,999 20,043

障害政策課
障害福祉サービス課

98
民間児童クラブの支
援

拡充・充実

民間児童クラブを運営してい
る団体に対し、その経費の一
部を補助することで、運営を支
援した。

引き続き、民間児童クラブ
の運営経費の一部を補助
するとともに、その支援の
充実や新規参入しやすい
仕組みを検討していく。

127,248 115,707

99
老朽化した児童館の
建て替え

現状維持

耐震強度が不足している南新
町児童館、しんふち児童館に
ついて、建て替えを行った。

今後、改修等を行う場合に
は、地域での活用状況に
加え、同一の小学校区内
で重複しないよう配置バラ
ンスを踏まえ、周辺の公共
施設との多機能化や集約
化なども視野に入れながら
検討する必要がある。

20,156 18,082

こども施設課

こども施設課

100
日中一時支援事業
の実施

現状維持

障害児（者）の保護者や家族
等が地域活動、通院及び休養
等のために、家庭内での介護
が困難となった場合に、障害
児者を一時的に介護する在宅
障害者一時ケア事業を実施す
る団体の経費に対し、補助を
行った。

継続的に実施していく。 17,474 16,305

こども施設課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

こども施設課

青少年学習センター

青少年学習センター

104学習のひろばの実施 現状維持

夏休み（８月２５日～３１日）・
冬休み（１月４日～７日）の学
習のひろばの実施
延べ参加人数：29人

夏休み・冬休み期間の更な
る利用促進を図るととも
に、年間を通して施設の開
放を行っている旨の周知に
力を入れる。

18

101
放課後子ども総合プ
ラン推進事業の実施

拡充・充実

こどもセンターや児童館で行う
「事業実施型」の放課後子ども
教室について、平成２４年度
から平成２６年度までで６館ず
つ実施施設を拡大し、平成２７
年度はさらに実施施設を７館
拡大した。
なお、モデル実施開始時から
継続して「教室実施型」により
運営を行っている４校（青葉・
中央・根小屋・谷口台）につい
ては、平成２７年度も継続実
施した。

小学校内等における児童
クラブとの一体的な運営の
推進について検討するとと
もに、「事業実施型」につい
ては、毎年６館程度を目安
に、放課後子ども教室事業
を実施する施設の拡大を
図る。

20,880 18,497

102
青少年学習センター
事業の充実

現状維持

コーラスワークショップ、運営
協議会、利用者懇談会、子ど
もサイエンスフェスティバル、y
フェスティバル等の実施
延べ参加人数：1,303人

今後も、引き続き事業の充
実を検討する。

370 288

103
青少年関係団体の
育成・支援

現状維持

青少年育成団体への助成お
よび子ども会新聞コンクール、
第35回ドリル大会、第48回鼓
笛まつり等の委託
延べ参加人数：3,688人

今後も、引き続き青少年関
係団体の育成・支援を実施
する。

4,818 4,756

18

105
子どもの広場の設置
等の助成

現状維持

「子どもの広場」として管理運
営している自治会等へ、整備
費や設置後の維持管理にか
かる費用に対して、補助金を
交付している。
また、施設賠償責任保険への
加入や砂の現物支給、業者委
託による遊具点検を実施し
た。

相続等で年々子どもの広
場が減少傾向であるので、
引き続き管理者となる自治
会や土地所有者へ子ども
の広場の制度や補助金、
固定資産税の減免につい
て説明を行っていく。

9,572 6,588

青少年学習センター

こども施設課

106
児童遊園の維持管
理の充実

現状維持

児童遊園と街区公園とは類似
した施設であり、都市公園面
積の増大を図るため、都市公
園等を所管する部署への所管
換えについて検討を行った。
また、街美化アダプト制度の
活用による児童遊園の美化活
動や、業者委託による遊具点
検を実施した。

引き続き都市公園への移
管など、効率的な管理方法
について整理を行ってい
く。

4,372 3,631

107
ふれあい広場の整
備推進

現状維持

市内３９箇所のふれあい広場
の維持補修を行った。
相続の発生したふれあい広場
２箇所について、用地を購入
し、継続的な利用を確保した。

ふれあい広場の継続的な
利用を確保するとともに、
設置基準に基づき、地域の
要望に応じた広場の整備
を図っていく。

656,124 643,649

こども施設課

市民協働推進課

17



４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

公園課
津久井地域環境課

こども青少年課

108
都市公園の整備推
進

拡充・充実

街区公園である（仮称）田名
四ツ谷公園の実施設計を実施
した。
また、城山水源のこみち（緑
道）のＡ，Ｂゾーン、古淵鵜野
森公園下段部、及び相模原麻
溝公園の第６駐車場等の整備
を実施した。
＊117,899,000円（城山水源の
こみち（緑道）Ｃ～Ｆゾーン）と
90,187,000円（相模原麻溝公
園整備事業費）は翌年度に繰
越

（仮称）田名四ツ谷公園、
及び城山水源のこみちのＣ
～Ｆゾーンの整備、及び相
模原麻溝公園の多目的広
場等の整備を平成28年度
に実施する。

436,104

前年度
繰越分
26,741

223,732
(翌年度
繰越分
208,086)
前年度
繰越分
23,259

109
冒険遊び場事業の
推進

現状維持

市民団体に対し必要な周知や
助言等の支援を行い、市民へ
の普及・啓発を図ると同時に、
活動の促進を図った。プレイ
リーダー養成事業を推進し
た。

市民や学校への啓発活動
を行う。研修の機会などを
通し、プレイリーダーの養
成や資質向上に努める。

3,600 3,600

シティセールス・
親善交流課

スポーツ課

110
インターネットサイト
による情報の提供

現状維持

小・中学校のＰＣ教室トップ
ページとして「さがみはらスタ
ディメイト」のサイトを設定し、
児童生徒が調べ学習などです
ぐに活用できるようにしてい
る。また、「さがみはらスタディ
メイト」のトップページに、「情
報活用ハンドブック」のリンク
を貼り、子どもたちの情報活
用能力を育成するためのワー
クシート等を簡単に検索できる
ようにした。

「情報活用ハンドブック」
ページ及び、「情報モラル
ハンドブック」ページの一部
改訂の予定

0 0

111
子ども向け映画会の
開催

現状維持

月例子ども映画会・・・市立図
書館で１２回実施、
参加者１，５９７人
夏休み巡回映画会・・・市内３
カ所で実施、参加者１５７人

夏休み巡回映画会は、子
ども会活動の衰退等のた
め申込み団体が減少して
いる

0 0

総合学習センター

視聴覚ライブラリー

112
銀河連邦子ども留学
交流事業の推進

現状維持

7月31日から8月2日の日程で
ノシロ共和国（秋田県能代市）
において実施した。

事業実施にあたって各共
和国での施設の収容人数
等の課題があるため、今後
のあり方について各共和
国と検討を行っていく。

290 290

113
学校体育施設の開
放

現状維持

団体登録制で、小・中学校の
体育館・グラウンドを開放し
た。

【課題】
・登録団体の使用マナーの
向上。
・各学校の登録団体数が
飽和状態にある。
【取組の方向性】
・市民が身近な場所で気軽
にスポーツを楽しめるよう、
今後も継続して実施する。

10,243 10,046
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

スポーツ課

スポーツ課

116
スポーツ少年団活動
の充実

現状維持

リーダー研修会、ハイキング、
指導者講習会及び体力テスト
の事業をスポーツ少年団実行
委員会で企画運営し実施し
た。
２７年度登録は１４種目１８８
団

【課題】
・登録団員増員に向けた取
り組み

7,007

114学校プールの開放 現状維持
小中学校のプールを開放し
た。

【課題】
・より安全な開放に向け、
設備不具合箇所の適切な
把握。
【取組の方向性】
・例年の実績を分析し、今
後の事業のあり方を含め、
検討する。

22,180 21,134

115
総合型地域スポーツ
クラブの育成事業の
推進

現状維持

クラブ間の懇談会を行ったほ
か、平成28年2月に、総合型
地域スポーツクラブ11クラブが
主体となり、市内各会場にて
多くの参加型メニューによるＰ
Ｒイベントを実施した。

【課題】
・厳しい財政状況の中での
ＰＲの充実。
・活動場所の確保及び安
定した運営のための効果
的な支援。
・地域的なバランスの取れ
たクラブ創設の促進
【取組の方向性】
・総合型地域スポーツクラ
ブの創設促進及び安定的
な運営につながる新たな支
援方策を検討する。
・総合型地域スポーツクラ
ブの市民への浸透を図る
ため、市ホームページ等の
充実を検討する。
・総合型ＰＲに向けたチラシ
を作成し、市内公民館等へ
掲示をする。

383 330

4,929

117
相模原スポーツフェ
スティバル事業の推
進

現状維持

体育の日に実施し、７，５００
人が参加した。
年々、参加者が増えており、
体育の日に合わせ、日ごろス
ポーツの興味が薄い人でも、
気軽に参加できるイベントを実
施することは、
市民のスポーツ実施率の向上
の観点からも、高い評価が出
来ると考えている。

【課題】
・新たな魅力のある企画の
検討、実施
【取組の方向性】
・種目数を増やすなど、内
容充実を図る。
・参加者数を増やすため、
市民が興味を持つ企画内
容の検討や周知方法につ
いて検討する。

2,772 2,772

スポーツ課

スポーツ課

118

子ども会交歓スポー
ツレクリエーション
フェスティバルの実
施

現状維持

６月２０日（土）実施
会場：淵野辺公園
参加人数：3,300人

子ども会等の青少年育成
団体と連携し、今後も引き
続き事業を実施していく。

2,114 2,103

119
企業・大学等スポー
ツネットワーク事業
の推進

現状維持

青山学院大学との連携を図
り、中学生を対象にトップレベ
ルの選手から直接指導を受け
ることによって、今後の部活動
に大いに役立つことができた。

【課題】
・連携先や連携内容の充
実。
・効果的な実施時期や実施
内容の検討。
【取組の方向性】
・高い実力を持つ選手や
チームとの交流等により、
競技人口の拡大や技術の
向上を図る。

150 150

青少年学習センター

スポーツ課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

相模川自然の村
野外体験教室

相模川自然の村
野外体験教室

120
若あゆ大冒険の開
催

現状維持

H２７．８．２３～２４（１泊２日）
　参加者数　１０２名
　　・ウォールクライミング
　　・オリエンテーリング
　　・竹の水鉄砲作り
　　・スターウォッチング
　　・夏野菜カレー作り

初めて出会った子どもたち
が、早く打ち解け目標に迫
れるように、出会いの場面
を工夫する。

268 258

121
若あゆ食農体験
デーの開催

現状維持

第１回　Ｈ２７．６．６
　参加者数　２６家族８２名
　　田植え・野外炊事
第２回　Ｈ２７．７．２５
　参加者数　３２家族９１名
　　中耕・夏野菜の収穫・野外
炊事
第３回　Ｈ２７．１０．１０
　参加者数　４３家族１１８名
　　稲刈り・野外炊事
第４回　Ｈ２７．１２．５
　参加者数３２家族８３名
　　小麦の種まき・冬野菜の収
穫・野外炊事

参加者が農業の知恵や工
夫について、より理解を深
められるように、地元農家
の方々との交流を大切に
する。
また、食やいのちの大切さ
に気づけるような場面の工
夫をする。

249 222

相模川自然の村
野外体験教室

博物館

122
若あゆかかしフェス
ティバルの開催

現状維持
展示　Ｈ２７．９．１２～１０．４
かかし数　１０１体

より多くの個人参加、団体
を募るために事前連絡の
方法を工夫する。

10 10

123
やませみ自然体験ス
クールの開催

現状維持

第１回　Ｈ２７．８．１
　参加者数　１３家族４１名
　　リバーハイク・バーベ
キュー
第２回　Ｈ２７．８．１５
　参加者数　１５家族５０名
　　リバーハイク・バーベ
キュー
第３回　Ｈ２７．１１．１４
　＊荒天のため中止
第４回　Ｈ２８．１．２３
　＊積雪のため中止

短い時間の中で「自分たち
が暮らす身近な環境につ
いての理解を深める」とい
うねらいにさらに迫るよう活
動内容を工夫する。

76 38

相模川自然の村
野外体験教室

相模川自然の村
野外体験教室

124
冬を遊ぼう！やませ
みデイキャンプの開
催

現状維持

H２８．２．６
　参加者数　１１家族３５名
　冬探検・アウトドアクッキング

平成２８年度からは、やま
せみ自然体験スクールと
事業を統合し、実施する。

29 29

125
こども鉱物教室の開
催

現状維持

7月31日（金）と8月7日（金）実
施。述べ44名が参加。
ミョウバン結晶の育成実験や
鉱物の硬さ比べなどを通し
て、鉱物についての初歩を学
習した。

継続的に実施していく。 0 0

126
親子天文教室の開
催

現状維持

親子で天体望遠鏡工作キット
を組み立て、天体を観察した。
（7月28日（火）・参加人数57
人）

参加者増のため、実施のタ
イミングや内容、費用負担
等について検討が必要。

0 0

127
原始体験教室の開
催

現状維持

考古企画展の関連事業とし
て、土器の塗り絵、ジグゾーパ
ズル、縄文服の試着などを
行った。3月27日（日）と平成28
年5月5日（木）実施・述べ438
人参加）

古代の人々の生活を理解
してもらえるようなイベント
を実施していく。

0 0

博物館

博物館
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

青少年学習センター

交通・地域安全課

128
小学生講座「プチロ
ボで競争しよう」の実
施

現状維持

６月１３日（土）実施
会場：青少年学習センター
応募人数：23人　参加人数：23
人

県立青少年センターと協議
し、今後も引き続き事業を
実施する。

3 3

129
子ども消費者教室の
開催

現状維持

実施日：平成27年8月4日（火）
　　　　午前10時～午後4時30
分
会場：(独)国民生活センター相
模原事務所
対象：小学校4～6年生
プログラム内容：
①棒はかりを作ってみよう！
②おつかいすごろくで楽しく学
ぼう！遊園地スタンプラリー
③国民生活センター施設見学
参加人数：２９名

今後も継続して子どもに対
する消費者啓発を実施して
いく予定。

30 30

130
子ども読書活動推進
のための事業の実
施

現状維持

平成17年度から、4月23日の
「子ども読書の日」を記念し、
図書館４館合同事業「図書館
は宝島！キッズ★フェスタ」を
開催している。4月25日に開催
し、505人の参加があった。

市内で活動するボランティ
ア団体が一堂に会し､趣向
を凝らしたおはなし会が好
評であり、今後も継続して
実施予定｡

54 32

131
「子ども読書スタンプ
ラリー」の実施

現状維持

平成19年度から、「子ども読書
スタンプラリー」を図書館4館で
実施している。平成27年度
は、7月18日から8月30日に実
施し、全体で1,508人の参加が
あった。

小学生の夏休みイベントと
して定着しており､今後も継
続して実施予定｡

91 91

132 おはなし会の開催 現状維持

ほぼ週1回のペースで開催す
るほか、季節ごとに通常より
規模を拡大したおはなし会を
各図書館で実施している。

年齢が上がるにつれて参
加者が減少する傾向にあ
るため､その対策の検討が
必要｡

－ －

133
発達段階別おすす
めの本リストの発行

現状維持

各図書館でおすすめ本を紹介
した冊子を作成し、配布してい
る。また、中・高校生向けのリ
ストも作成し、配布している。

利用促進を目的とした様々
な年代に応じたブックリスト
の作成･配布を今後も継続
して実施予定｡

－ －

134
地域・子どもふれあ
い事業の推進

現状維持

各地区青少年健全育成協議
会等が行う体験活動や交流活
動等を目的とした事業に対し
て、補助金を交付した。

補助金の交付により、子ど
もや青少年に対する地域
活動がより活性化するよう
努める。

1,320 1,315

135
親子ふれあいの広
場の実施

現状維持

１１月８日（日）雨天のため、中
止
会場：淵野辺公園

子ども会等の青少年育成
団体と連携し、今後も引き
続き事業を実施していく。

1,220 1,211

136
中高生ボランティア
体験講座の実施

現状維持

７月５日（日）～８月２１日（金）
実施
参加人数：57人
社会福祉協議会、市民活動サ
ポートセンター、国際交流ラウ
ンジと共催

関係団体と協議し、今後も
引き続き事業を実施する。

0 0青少年学習センター

こども青少年課

青少年学習センター

図書館
相模大野図書館
橋本図書館

図書館
相模大野図書館
橋本図書館

図書館
相模大野図書館
橋本図書館

図書館
相模大野図書館
橋本図書館
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

137
公民館における青少
年事業の推進

現状維持

子どもたちの企画・運営による
子どもまつりなどの実施をとお
して、自主性や積極性を育て
るとともに、青少年の健全な育
成を推進した。

子ども自身の参画による子
どもまつり、野外体験教室
や親子参加による事業を
行うとともに、これらの事業
を通して、青少年の健全な
育成を推進する。

－ －

138
青少年の自己実現
や自主活動の支援

現状維持

第１回 ４月２６日(日)実施
第２回 ６月２８日(日)実施
第３回 ８月２３日(日)実施
第４回 １０月２５日(日)実施
第５回 １２月２０日(日)実施
第６回 ３月２１日(日)実施
延べ参加人数：141人

引き続き、アンケートを通し
て子ども達のニーズに沿っ
た事業の実施を進める。ま
た、ボランティアを積極的
に募集する等、青少年が
事業の企画・運営に参画で
きる機会を増やしていく。

171 171

139
子どもの参画の機会
の確保

現状維持

庁内各課において、幅広い年
代の子どもに対し、市政に対
する意見の聴取や実行委員、
審査員としての参画など、主
体的な参加や意見表明の機
会の確保に取り組んだ。

継続的に実施していく。 － －

140職場体験の受入れ 現状維持

小学4年生から6年生を対象と
した「１日図書館員」を相模大
野図書館及び橋本図書館で、
また、中・高校生を対象とした
青少年学習センター等が主催
しているボランティアチャレン
ジスクールの受入を市立図書
館と橋本図書館(プチ図書館
員）で実施している。

図書館の裏側を知り､生涯
にわたって利用者となって
いただくための良い機会と
なっているため､積極的に
受入を行う｡

0 0

141
農業体験学習の実
施

現状維持

全８回の事業を実施し、延べ３
３４人に農業体験の場を提供
した。水田での農作業だけで
なく、生き物の観察や作文集
の作成など学習的な要素も取
り入れた。

協力団体構成員の高齢化
に伴い、将来的に、現行の
事業実施が困難になること
が想定される。今後は実施
内容、方法の見直しを行
い、持続可能な運営体制を
検討していく。

200 200

144
高校生インターン
シップ（就業体験）の
支援

現状維持

高等学校インターンシップ地
域連絡協議会に参加し、事業
を促進した。

将来を担う生徒一人ひとり
の勤労観・職業観醸成の
為、インターンシップは有
効であり、今後も引き続き
実施していく。

0 0

142
さがみはら子ども・青
年アントレプレナー
体験事業の推進

現状維持

○子どもアントレプレナー体験
事業
　模擬会社の設立や店頭販売
など体験事業を実施した。
（平成２７年８月に実施）
○アントレ・インターンシップ
　子どもアントレプレナー体験
事業の企画運営等を実施し
た。
（平成２７年６月～１０月に実
施）

次世代を支える人材の育
成は、将来の産業の発展
には欠かせない取り組み
であるため、今後も引き続
き実施していく。

2,450 2,450

143
中学生職場体験支
援事業

現状維持

支援対象の長期職場体験実
施校（３日以上実施）は１６校
で、５８７（のべ９３７）の事業所
の協力を得て、約３,０００人の
生徒が参加した。

・さらなる受入事業所を拡
大し、地域団体との連携の
強化する。
・各学校での事前・事後指
導の支援を充実させてい
く。

655 538

雇用政策課

学校教育課

雇用政策課

図書館
相模大野図書館
橋本図書館

農政課

青少年学習センター

こども青少年課

生涯学習課
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基本目標４　子と親の健康づくりの推進

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

４　事業の実施状況

146妊娠前教室の開催 現状維持

こどもを希望している夫婦・
カップルに対し、年2回講座を
実施し、計26名の参加があっ
た。

対象層への周知の徹底。

147
不妊・不育専門相談
の実施

現状維持
電話相談6件、面接25件、計
31件の実績であった。

相談事業の周知の継続 341

145
特定不妊治療費助
成事業の推進

現状維持

平成28年1月20日以降の治療
終了分から助成額が拡充され
た。
①初回の申請に限り、助成上
限額30万円（Ｃ，Ｆ除く）
②男性不妊治療費について
助成上限額15万円

助成事業の周知の継続 140,768

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

予 算 現 額

区　　　　　分
事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成２７年度

3,038,357

決算額の増減

決 算 額 2,863,547

－

平成３０年度平成２８年度 平成２９年度

49

事業数
取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

49

指　　標

指標の説明等

基準値

95.9

達成度

乳幼児の健康状況の把握率

乳幼児の健康、発達、発育等の支援ができているかを見る指標
（すべての乳幼児に対して健康、発達、発育等の支援をすることを目標に設定。）

平成２７年度

99.9

99.9

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 目標値

100.0

所管課

90 90

決算額
（単位:千円）

健康企画課

健康企画課

329健康企画課

125,120
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

健康企画課
緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

158
未熟児訪問指導事
業の実施

現状維持 延べ388人 継続的に実施していく。 0 0

157
こんにちは赤ちゃん
事業の実施

現状維持 5,244人

訪問率95.2%で昨年より上
がっている。引き続き出生
後早い時期に訪問ができ
るよう、継続して実施する。

21,736

154
妊産婦訪問指導事
業の実施

現状維持 延べ5,581人

妊娠届出の際に面接を実
施し、必要に応じて妊娠期
から支援を開始。引き続き
継続して実施する。

21,535

156
ハローマザークラス
（母親・父親教室）の
開催

現状維持
年20回
1,924人

母子手帳交付時などに周
知を行い継続して実施す
る。

356 344

155
マタニティキーホル
ダーの配布

現状維持
広告付物品として、事業者を
公募し配布した。

今後も広告付物品として配
布できるよう、公募方法を
検討する。

0

現状維持

教室後アンケートで希望の多
かった1日コースを中央区で1
回実施した。

１日コースを各区の会場で
実施するとともに、保健師
による講義・体験を取り入
れた内容を実施する。

136

こども青少年課

健康企画課

0

152
妊婦健康診査事業
の実施

拡充・充実

平成28年1月制度改正を行
い、14回64,000円の補助限度
を、16回90,000円に拡充した。

より安心して妊娠出産期を
過ごせるよう、妊娠初期か
らの定期的な受診を促す。

359,955 346,378

151
母性健康管理指導
事項連絡カードの普
及・啓発

現状維持

厚生労働省から送付されるパ
ンフレットについて、母子手帳
交付窓口に配架依頼を実施し
ている。

適宜、情報提供を実施して
いく。

0

健康企画課102153
妊婦歯科教室（妊婦
歯科健康診査）の実
施

健康企画課

健康企画課

23,867

150
母子健康手帳の交
付

拡充・充実

市販の母子健康手帳から、マ
スコットキャラクターさがみん
を用い作成した、市オリジナル
表紙の母子健康手帳に変更し
交付した。

今後も、より早期の妊娠届
出および母子健康手帳の
交付を促す。

945 776

149
助産施設入所の実
施

現状維持

保健上必要があるにもかかわ
らず、経済的理由で、入院助
産を受けることができない妊
産婦を助産施設に入所させ、
その経費を支弁した。

継続的に実施していく。 24,867

148
産婦人科急病診療
事業の実施

現状維持

休日等における産婦人科急病
診療を相模原市医師会等に
委託し、実施した。

引き続き事業を継続してい
くが、二次救急医療機関の
患者数は一日平均0.2人と
少人数であるため、患者の
利用実態を把握し、産婦人
科急病診療体制のあり方
を検討する必要がある。

41,287 41,005

健康企画課

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

地域医療課

№157に
含む

№157に
含む

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

0
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

2,3412,409継続的に実施していく。
年115回
1,993人

現状維持
幼児健康診査事後
指導教室の開催

252,175270,001

引き続き事業を継続してい
くが、小児科医不足が懸念
されており、マンパワーに
課題がある。

休日、夜間等における小児急
病診療を相模原市医師会等
に委託し、実施した。

現状維持
小児急病診療事業
の実施

163

00継続的に実施していく。

慢性疾患児の家庭に家庭訪
問を実施。医療機器装着児に
ついては災害時の備えも含め
て指導。
延べ50人

現状維持
慢性疾患児等訪問
指導事業の実施

162

7,3518,071継続的に実施していく。
市内小学校及び公共施設に
て実施し済み。
Ｈ27.10月～12月実施。

現状維持就学時健診の実施165

59250
精密健康診査未受診児へ
の保健指導の検討

乳幼児健診の結果、疾病や障
害の疑いのある乳幼児に対し
て、専門医療機関で早期発
見・早期治療を行った。

現状維持
乳幼児精密健康診
査事業の実施

164

167

55,66161,406継続的に実施していく。
市立小・中学校にて各種健康
診断を実施し、児童生徒の健
康の保持増進に努めた。

現状維持
児童生徒の健康診
断の実施

166

00普及活動を継続していく。

こんにちは赤ちゃん事業に
て、「もしものときの安心ノー
ト」を配布し、その冊子の中
で、かかりつけ医をもつことに
ついての普及を行っている。

現状維持かかりつけ医の普及168

0161
乳幼児健康診査未
受診児対策の実施

現状維持

乳幼児健診未受診者に対し、
文書や電話連絡、立ち寄り訪
問等にて児の状況把握に努
めた。状況把握できない場
合、こども家庭相談課に通告
し、児童福祉部門と連携をとっ
ている。

児童福祉部門との連携の
継続と強化

0

0

160
乳幼児健康診査事
業の実施

現状維持

各種健康診査（4か月児、8か
月児、1歳児、1歳6か月児、2
歳6か月児、3歳6か月児、乳
幼児経過健診）を集団又は個
別で実施し、必要に応じて保
健指導を行った。

受診勧奨の継続 215,290 206,484

159
母子訪問指導事業
の実施

現状維持

延べ13,203人

（妊産婦訪問指導事業
　未熟児訪問指導事業
　こんにちは赤ちゃん事業含
む）

継続的に実施していく。 0
緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

健康企画課
緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

健康企画課
緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

健康企画課

健康企画課

学校保健課

学校保健課

地域医療課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

176
保育所等における子
育て広場事業の実
施

拡充・充実

新規開設園を中心に子育て広
場事業の実施園を拡充し、地
域の子育て家庭に対する支援
体制の充実を図った。

地域の子育て家庭に対す
る支援体制の充実を図る
ため、引き続き新規開設園
を中心に子育て広場事業
の実施園を拡充する。

92,923 91,729

現状通り、広報による周知
を行っていく。

継続歯科健康診査と統合し、
「かんがる～歯科健診」として
実施した。

現状維持
特別歯科相談の実
施

子育て広場の拡充

169

－－

幼児歯科健康診査からの
受診予約人数が減少して
いることから、原因につい
て調査を行う。

特別歯科相談と統合し、「かん
がる～歯科健診」として実施し
た。

現状維持

継続歯科健康診査
（重度う蝕ハイリスク
児歯科健診）の実施

171

00継続的に実施していく。
健康フェスタでの啓発
おやこサロン等での啓発

現状維持
子どもの事故予防対
策の実施

170

1,652,0011,758,938

予防接種の種類が増加し
ているため、より接種率を
高め、市民が安心・安全に
接種を受けられるよう、定
期・任意予防接種を問わ
ず、予防接種方法や接種
間隔などについて広く周知
する。

感染症の発病とまん延を防止
するため、予防接種法に基づ
き、四種混合・三種混合・二種
混合・ヒブ・小児用肺炎球菌・
麻しん風しん混合・麻しん・風
しん・水痘・日本脳炎・ＢＣＧ・
ポリオ・子宮頸がん予防及び
高齢者インフルエンザ・高齢
者肺炎球菌感染症予防接種
を実施した。
また、任意予防接種等に対す
る助成として、成人用に無料
の風しん抗体検査及び予防接
種の費用の一部助成を実施し
た。

現状維持予防接種の実施

172 健康企画課

健康企画課

こども施設課

こども青少年課

149177
参加しなかった者への調査
により、教室のありかたに
ついて検討が必要。

参加者の減少傾向がみられ
る。参加した者は、その様子
や質問内容などから、満足を
得られていると思われる。

現状維持

親子で歯っぴいちゃ
れんじ大作戦（むし
歯予防教室）の開催

173

18,20318,701

平成28年度より地域子育
て支援拠点事業の一環と
して、市内すべての４か月
児健診の会場において絵
本の読み聞かせを実施し、
拠点事業の充実を図る。

市内４か所で実施。
【来場者数】
「緑のおうち」(緑区)
　3,425人
「バンビのぽれぽれ広場」(中
央区)
　6,412人
「かみみぞひだまり」(中央区)
　6,301人
「たんと」(南区)
　14,130人

現状維持
地域子育て支援拠
点事業の拡充

175

4,5674,906

実施していないこどもセン
ターでの開催を検討すると
ともに、地域子育て支援拠
点事業（連携型）への移行
を推進していく。

平成１７年１０月に２箇所のこ
どもセンターで開設。平成２７
年度末現在、こどもセンター１
４箇所で週１回～５回実施し
た。

現状維持174

疾病対策課

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

健康企画課

－－

保育課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

187離乳食教室の開催 現状維持
年64回
1,563人

継続的に実施していく。 555

栄養相談事業の推
進

現状維持
年33回
153人

継続的に実施していく。 1,697188

0

177
ふれあい親子サロン
の開催

現状維持

27施設で月1回実施。（8月除
く）
実施回数 　　297回
参加者数　24,520人

継続的に実施していく。 504

1,395

179
乳幼児健康診査に
おける心理相談の充
実

現状維持
発達や育児不安について、心
理相談員が相談に対応する。

継続的に実施していく。 6,162

電話育児相談
　年1,458回2,264人
庁内育児相談
　年1,944回1,677人

継続的に実施していく。 0

－

185
育児支援家庭訪問
事業の実施

現状維持

186

赤ちゃんを迎える家
族のための「ようこそ
赤ちゃんブックリス
ト」

現状維持

平成２６年度に作成した｢よう
こそ赤ちゃんブックリスト｣を各
図書館で継続的に配布してい
る。

発行から３年が経過しよう
としているため､来年度は
改訂を予定｡

76

181
ぴよぴよサロン（低
出生体重児・乳児等
サロン）の開催

現状維持
年36回
325人

継続的に実施していく。 73

5,687

180
おやこひだまり相談
室（個別心理相談）
の充実

現状維持
年68回
247人

心理職による個別的な育
児相談の場で、ニーズも高
く今度も継続的な取り組み
を行う。

1,413

178
育児相談事業の充
実（電話・来所）

現状維持

182
ビーンズクラブ（多胎
児教室）の開催

現状維持
年6回
247人

継続的に実施していく。 79

育児支援家庭訪問相談員に
よる育児指導や、育児家事援
助訪問員による育児・家事援
助を実施した。

ケースの現状を捉えて、育
児支援の有効な活用を実
行し、児童虐待防止に役立
てる。特に特定妊婦に関わ
る在宅支援に積極的に導
入していく。

3,757

184
産後うつ・育児支援
の充実

現状維持

妊娠届出時に保健師による面
接を実施する。こんにちは赤
ちゃん訪問の際は産後うつの
視点を持って支援をする。

継続的に実施していく。 0

183
ママの休み時間（育
児支援教室）の開催

現状維持

毎月１回広報にて周知してい
る。月1回の実施で、平均2～3
人の参加がみられている。

より適切に案内ができるよ
うに、相談対応等をする支
援者へ事業周知を図る。

145

377

図書館
相模大野図書館
橋本図書館

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

2,960
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

531

－

1,648

58

0

130

こども青少年課

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

健康企画課

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円） 所管課決算額

（単位:千円）

193

食生活改善推進員
の育成

現状維持

中央・南・津久井の３会場にお
いて定例会を実施、また、現
任研修会等を行い、会員の資
質の向上を図った。

今後も食生活改善推進活
動に資する知識の向上を
目的に、定例会・現任研修
会での情報提供を継続し
て実施し、地域での食生活
改善活動を推進する。

119 119

0

189食育講座の開催 現状維持

親子を中心とした食育講座を
実施するほか、イベント等にお
いても知識の普及・啓発を
行った。

親子で食行く講座を受講す
ることで食に関する興味の
向上につながるため、今後
も継続して実施する。参加
者が集まりにくいという問
題点があるため、周知等に
ついて検討する。

300

0

192

幼児の良い生活習
慣普及啓発事業

現状維持
年15回
1,299人

継続的に実施していく。 0 0

191
健康な生活に関する
指導の充実

現状維持

食育担当者会を年１回、食育
推進プロジェクト会議（栄養教
諭連絡会を年６回及びネット
ワークグループ協議会を年２
回開催した。

食育における小中連携を
図るために、相模原市で統
一した教材の作成と活用を
促すようにしていく。

0

300

190
認定こども園・幼稚
園・保育所における
食育の推進

現状維持

各園で保育所保育指針に沿っ
た食育計画を作成し、年齢に
合った取り組みを実施してい
る。

食に対する普遍的な考えと
時代に即した内容を盛り込
みながら継続的な取組を
進める。

0

地域保健課

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

地域保健課

保育課

学校教育課
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基本目標５　子どもの成長段階に応じた切れ目のない支援

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

４　事業の実施状況

7,351199就学時健診の実施 現状維持 基本目標４　№165　を参照基本目標４　№165　を参照 8,071

198予防接種の実施 現状維持 基本目標４　№169　を参照基本目標４　№169　を参照1,758,938 1,652,001

197
乳幼児健康診査事
業の実施

現状維持 基本目標４　№160　を参照基本目標４　№160　を参照 215,290

194
母子健康手帳の交
付

拡充・充実 基本目標４　№150　を参照基本目標４　№150　を参照 945 776

346,378

196
こんにちは赤ちゃん
事業の実施

現状維持 基本目標４　№157　を参照基本目標４　№157　を参照 21,736 21,535

195
妊婦健康診査事業
の実施

拡充・充実 基本目標４　№152　を参照基本目標４　№152　を参照 359,955

206,484

76.5 79.1

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

達成度 92.5

24

事業数
取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

24

予 算 現 額

区　　　　　分
事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成２８年度

決算額の増減

決 算 額

平成２７年度

2,833,508

2,684,339

－

指　　標

指標の説明等

基準値

子どもを育てていることに満足している市民の割合
【市独自調査】

子どもを育てていく上で、楽しく子育てができているかを見る指標
（「子ども・子育て支援に関するアンケート調査」において、「満足していない・どちらかといえば満足し
ていない」と回答した人が「満足」となるよう目標を設定。）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 目標値

平成３０年度平成２９年度

85.5

所管課

健康企画課

健康企画課

健康企画課
緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

健康企画課
緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

疾病対策課

学校保健課

29



４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

疾病対策課

学校教育課

465

206
喫煙・飲酒及び薬物
乱用防止教育の推
進

現状維持

小学校28校、中学校３７校で
実施。参加児童延べ２,４８７
人、生徒延べ１１,１５８人。

小学校においては学校の
実態に応じて、中学校では
全校で薬物乱用防止教室
を開催するよう児童生徒指
導部会や学校保健部会等
で周知を図る。

0 0

205
薬物乱用防止対策
事業の推進

現状維持

・相模原市薬物乱用防止連絡
会
・薬物乱用防止啓発活動（啓
発物品、リーフレットの配布、
薬物見本展示等）
健康フェスタにおける啓発、
「ダメ。ゼッタイ。」普及運動、
麻薬・覚せい剤乱用防止運動
実施機関における啓発。
医療従事者免許新規申請書
受理時、薬物乱用防止啓発活
動を実施。
活動実施期間の懸垂幕掲揚・
ポスター掲示・広報さがみはら
掲載
・薬物乱用防止講習会
・女子美術大学との連携によ
る薬物乱用防止啓発ポスター
作成及び配布（市内小中学校
等）

今後も薬物乱用の状況に
対応した普及啓発活動を
継続的に行う。

487 医事薬事課

学校教育課

1,226

204

「性に関する指導の
手引」の活用及び改
訂と性に関する指導
の推進

現状維持

教育活動全体を通じて、各学
校の児童生徒の実態に応じた
性に関する指導の啓発を進め
るとともに、改訂した「性に関
する指導の手引き」の周知を
図った。

計画訪問や学校保健部会
等を通じて改訂された性に
関する指導の周知を図り、
児童生徒の実態に応じた
性に関する指導の推進を
図る。

0 0

203
エイズ・性感染症予
防対策の実施

現状維持

街頭キャンペーンの実施や
中・高校生を対象に出前講座
の実施した。
講演会実施回数及び参加人
数
全32回　計5,615人

性感染症の正しい知識や
対処方法を伝え、性感染
症予防に繋がるよう、市内
の中学・高校等におけるエ
イズ性感染症講演会を継
続する。

1,700

学校保健課

64

202
エイズ等の相談・検
査の実施

現状維持

感染に不安を持つ方に対して
電話や面接での随時相談に
加え、毎週火曜日、土曜日
（月2回）に無料・匿名のエイズ
相談・ＨＩＶ抗体検査を実施し
た。
相談・検査人数　実績
●Ｈ　Ｉ　Ｖ  　・相談　872人　・
検査　473人
●クラミジア　・相談　763人　・
検査　393人
●　梅　　毒　・相談　785人　・
検査　415人

周知方法の再検討、検査
会場・時間・実施曜日など
受検利便性の向上を図り、
受検者数の増加に努め
る。

6,056 4,805

201
学校歯科巡回指導
の実施

現状維持

市立小・中学校(2、5年生対
象）に実施し、歯科疾患の予
防、抑制を進めるとともに健康
意識の向上に努めた。

継続的に実施していく。 91 学校保健課

疾病対策課

200
児童生徒の健康診
断の実施

現状維持 基本目標４　№166　を参照基本目標４　№166　を参照 61,406 55,661
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

青少年相談センター

人権・男女共同参画課

47,773
児童相談所機能の
充実・強化

現状維持  基本目標１　№10　を参照  基本目標１　№10　を参照 50,776

0

児童相談所

216
男女共同参画推進
センター女性相談室
事業

現状維持  基本目標２　№37　を参照  基本目標２　№37　を参照 8,335 8,101

215
相談指導教室ボラン
ティアの活用

現状維持  基本目標２　№26　を参照  基本目標２　№26　を参照 0

青少年相談センター

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

№14に
含む

214
相談指導教室事業
の充実

現状維持  基本目標２　№35　を参照  基本目標２　№35　を参照 29,379 29,035

213
学校出張相談事業
の推進

現状維持  基本目標２　№34　を参照  基本目標２　№34　を参照
№14に
含む

青少年相談センター

青少年相談センター

7,656

212思春期相談の実施 現状維持  基本目標２　№33　を参照  基本目標２　№33　を参照 0 0

211
ヤングテレホン相談
の実施

現状維持  基本目標２　№32　を参照  基本目標２　№32　を参照 7,711

こども青少年課
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課
健康企画課

陽光園
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

15,197

210
青少年・教育相談事
業の推進

現状維持  基本目標１　№14　を参照  基本目標１　№14　を参照 262,038 260,318

209
発達障害支援セン
ターの運営

現状維持  基本目標２　№30　を参照  基本目標２　№30　を参照 15,596陽光園

青少年相談センター

－

208
療育相談事業の推
進

現状維持  基本目標２　№29　を参照  基本目標２　№29　を参照 24,998 19,513

207
子どもに関する相談
等について一元的に
応じる組織等の充実

現状維持  基本目標２　№28　を参照  基本目標２　№28　を参照 －

217
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基本目標６　さまざまな家庭の状況に応じた支援の充実

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

４　事業の実施状況

保育課

こども施設課

住宅課

平成２７年度

86.9

98.8

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

現状維持

ひとり親家庭の子どもは、入
会審査時に加点をして審査を
行った。

今後も引き続き、ひとり親
家庭の子どもに加点を行
い優先した入会審査を行っ
ていく。

0

0218
保育所等の利用調
整

現状維持

ひとり親でかつ正規就労の場
合は、両親共働きの正規就労
より優先度が高くなるよう、入
所選考基準上で配慮した。

国通知で示されている優先
利用に関する基本的考え
方を踏まえ、利用希望者の
ニーズにも配慮しながら、
入所選考基準の運用を
図っていく。

0

0

220
市営住宅入居者の
選考

現状維持

市営住宅入居決定者のうち選
考時優遇措置を実施した。
　ひとり親世帯数　50世帯

近年の入居者募集におけ
る応募及び入居状況等
や、他市の選考方法等を
分析・検証し、今後とも子
育て世帯に配慮した入居
者募集を実施していく。

0 0

219
児童クラブ入会の選
考

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

達成度

所管課

指　　標

指標の説明等

基準値

86.6

児童扶養手当の受給開始後５年経過者の就労している割合

就労による自立に向けた指標（児童扶養手当法第１３条の３の該当者で就労している者）
（児童扶養手当法第１３条の３の規定は、手当受給から５年を経過等し、求職活動を行わず、本人の
障害等の理由が無く就業していない場合、支給額を２分の１にするもの。）

決算額の増減

決 算 額 22,568,128

－

目標値

88.0

平成３１年度

100

事業数
取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

予 算 現 額

区　　　　　分
事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

23,280,571

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

100
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

こども青少年課

こども青少年課

こども青少年課

こども青少年課

学務課

こども青少年課

420 279

229
就業促進事業「就職
支援セミナー」の開
催

現状維持

母子家庭の母の就業、キャリ
アアップを図るため、就業準備
や転職に関するセミナーを開
催した。

継続的に実施していく。 105 こども青少年課

こども青少年課

母子家庭等就業・自
立支援センター事業
の実施

現状維持

就職支援センターにおいて、
就業相談から就業支援講習
会の実施、就業情報の提供等
一貫した就業支援サービスの
提供を行った。

継続的に実施していく。 2,495 2,495

227
「官公庁等求人情報
の提供」の実施

現状維持
就職支援センターにおいて、
希望者に情報提供を行った。

継続的に実施していく。 0 こども青少年課

こども青少年課
雇用政策課

102

230
自立支援教育訓練
給付金の支給

現状維持

母子家庭の母及び父子家庭
の父が自主的に受講する教
育職業能力の開発を支援する
ため、指定の職業訓練講習修
了後に自立支援教育訓練給
付金を支給した。

国の制度改正により、平成
２８年度に事業を拡充す
る。
・給付金の支給額を対象講
座の受講費用の２０％→
６０％

537,947

226
ひとり親家庭等施設
利用証、母子福祉入
場優待証の発行

現状維持

施設使用料の優待が受けら
れ、ひとり親家庭等施設利用
証（相模原市）や母子福祉入
場優待証（神奈川県）を交付し
た。

継続的に実施していく。 0 0

225就学援助費の交付 現状維持
要保護及び準要保護者8,070
人に就学奨励金を交付した。

継続的に実施していく。 587,315

0

228

55

224
母子生活支援施設
への入所

現状維持

配偶者のいない女子又はこれ
に準ずる事情にある状態にあ
る女子及びその監護すべき子
どもについて、生活の支援指
導が必要と認められるときに
母子生活支援施設に保護し
た。

継続的に実施していく。 69,960 68,801

223
ひとり親家庭等生活
向上事業「生活情報
交換会」の開催

現状維持

ひとり親家庭の親や寡婦が日
常生活で直面する諸問題につ
いて、お互いに情報交換する
場を設けた。（４回）

継続的に実施していく。 55

ひとり親家庭の親や寡婦の育
児や健康など生活に役立つ
様々な講習会を開催した。（３
回）

継続的に実施していく。 215 170

221
ひとり親家庭等日常
生活支援事業の推
進

現状維持

ひとり親家庭や寡婦が家族の
病気や冠婚葬祭への出席な
どで一時的に家庭機能が低
下したとき、家庭生活支援員
を派遣し、手助けを行った。

継続的に実施していく。 450 339

222
ひとり親家庭等生活
向上事業「生活支援
講習会」の開催

現状維持
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

こども青少年課

151,294237
母子父子寡婦福祉
資金貸付事業の推
進

現状維持

ひとり親家庭の父母及び子ど
も、親のいない子ども並びに
寡婦に対し、母子父子寡婦福
祉資金の貸付けを行った。
【貸付件数・貸付額】
母子：288件　137,951千円
父子：14件　6,184千円
寡婦：5件　1,962千円
【事務費】
5,197千円

継続的に実施していく。 199,000

162,876

233
児童扶養手当の支
給

現状維持

父母の離婚、死別などにより
父又は母と生計を同じくしてい
ない子どもを監護する母又は
養育者、監護し生計を同じくす
る父に対し、子どもが１８歳に
達する日以降最初の３月３１
日まで児童扶養手当を支給し
た（所得制限あり）。

継続的に実施していく。 2,478,830

こども青少年課

407,705

236
高校進学就職支度
金の支給

現状維持

１２月１日現在、中学３年生の
子どもを養育している母子・父
子家庭に進学又は就職の支
度金を支給した。

継続的に実施していく。 18,000 16,320

235
ひとり親家庭等の医
療費の助成

現状維持

ひとり親家庭等の健康の保持
及び生活の安定を図るため、
医療費を助成した。（所得制限
あり）

継続的に実施していく。 413,860 地域医療課

こども青少年課

26,840

232

特定者資格証明書
及び特定者用定期
乗車券購入証明書
の発行

現状維持

児童扶養手当の受給者又は
同一世帯の家族が、JR通勤
定期を購入する際に３０％割
引となる特定者資格証明書及
び特定者用定期乗車券購入
証明書を交付した。

継続的に実施していく。 0 0

231
高等職業訓練促進
給付金の支給

現状維持

母子家庭の母及び父子家庭
の父が就職に有利で生活の
安定に資する資格の取得を促
進するため、養成校での受講
期間のうち一定期間について
高等職業訓練促進給付金を
支給した。

国の制度改正により、平成
２８年度に事業を拡充す
る。
・支給期間の延長（２年→３
年）
・対象資格の拡大（修業期
間２年以上対象→１年以上
対象）

26,840 こども青少年課

こども青少年課

2,467,298

234福祉手当の支給 現状維持

父母の離婚、死別などにより
母子・父子家庭となった世帯
の子どもを養育している者に
子どもが１８歳に達する日以
降最初の３月３１日まで母子・
父子家庭等福祉手当を支給し
た（所得制限あり）。

継続的に実施していく。 162,883

こども青少年課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

№240に
含む

245
養育費確保のため
の相談・情報提供体
制の充実

現状維持

１０月９日に、こども家庭相談
員向け養育費研修を実施し
た。

継続的に実施していく。 0

19,513247
療育相談事業の推
進

現状維持 基本目標２　№29　を参照 基本目標２　№29　を参照 24,998

陽光園
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

こども青少年課

－

244
養育費確保のため
の広報・啓発活動の
推進

現状維持

養育費の確保について、「福
祉のてびき」やインターネット
の活用により、周知を図った。

継続的に実施していく。 0 0

243
寡婦（夫）控除のみ
なし適用

現状維持 各事業で実施 継続的に実施していく。 － こども青少年課

こども青少年課

0

246
生活保護受給者等
就労自立促進事業
の推進

現状維持

生活保護受給者、児童扶養手
当受給者及び生活困窮者に
対し、公共職業安定所等と連
携して就労支援を行った。

継続的に実施していく。
№240に
含む

141 140

241
身元保証人確保対
策事業の実施

現状維持

児童の社会的な自立を促進す
るために必要な身元保証人を
確保することを目的として、被
保証人の損害保険保険料の
助成の予算を計上した。助成
実績２件。

継続的に実施していく。 79,000

こども青少年課

こども青少年課

人権・男女共同参画課

240
母子(父子)相談の充
実

現状維持

こども家庭相談員が、母子家
庭の母や父子家庭の父の自
立や生活支援などの相談に
応じ、また、母子寡婦福祉資
金の貸付申請指導も行った。

継続的に実施していく。 50,411 49,174

239
支援制度の周知の
充実

現状維持

ひとり親家庭に対する福祉支
援サービスについて、「福祉の
てびき」等の活用により、周知
方法を充実させた。

継続的に実施していく。 1,189 こども青少年課

こども青少年課

20,142

242
女性の就労・継続支
援事業の推進

現状維持

女性の経済的自立や仕事と
育児の両立支援等を目的に、
初心者対象パソコン講座、コ
ミュニケーションスキルを高め
る講座など「自分らしく働き、
生きる」ことを考えるセミナー
を8本26回開催した。

職業面でのキャリアだけで
なく、社会活動の側面から
見たキャリア(パネルキャリ
ア）の重要性も伝えていく。

238
福祉資金貸付金利
子補給交付金の支
給

現状維持

母子父子寡婦福祉資金の貸
付けを受け、その年分の償還
を完了している者に返済した
利子相当額を補給した。
16件　88千円

法改正により、従来有利子
で貸付をしていた資金につ
いても連帯保証人をたてた
場合には無利子での貸付
となった。このため、法改
正前に貸付した資金の償
還が終了する平成29年度
償還分までは利子補給制
度を継続するが、平成30年
度以降は見直しを検討す
る。

190 88

1,102

こども青少年課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

257
「福祉のしおり」の発
行

現状維持

冊子(墨字)版12,000部、録音
版デイジー200枚・テープ100
組、点字版55部作成した。ま
た、冊子（墨字）版には音声
コード（SPコード）を添付した。

障害のある人及びその家
族等への情報提供のた
め、相談窓口や福祉・医
療・療育等の情報を掲載し
た「福祉のしおり」を発行す
る。

5,630

47,415

256
障害のある児童のた
めの施設の整備

現状維持 平成２７年度は実績なし。
障害のある児童の多様化
に対応した入所施設等の
整備について検討する。

0 0

255
要医療ケア障害児
在宅支援事業

現状維持

常時医療的管理を必要とする
重症心身障害児等とその家族
が、円滑に在宅療養に移行
し、レスパイトや療育等の支援
を一体的に受けることで安心
して在宅生活が継続できるよ
う、北里大学東病院に設置す
る小児在宅支援センターの整
備及び運営を支援した。
専用ベッド数　５床

常時医療的管理を必要と
する重症心身障害児等と
その家族が、円滑に在宅
療養に移行し、レスパイト
や療育等の支援を一体的
に受けることで安心して在
宅生活が継続できるよう、
北里大学東病院に設置す
る小児在宅支援センターの
運営を支援する。

47,415
障害政策課
地域医療課

障害政策課
児童相談所

5,188

108,530 0

253
医療型児童発達支
援センターの運営

現状維持 基本目標２　№60　を参照 基本目標２　№60　を参照 5,725

障害政策課

陽光園

障害政策課

252
福祉型児童発達支
援センターの運営

現状維持 基本目標２　№59　を参照 基本目標２　№59　を参照 5,371 4,736

251
児童相談所機能の
充実・強化

現状維持 基本目標１　№10　を参照 基本目標１　№10　を参照 50,776児童相談所

陽光園

4,957

254
福祉型児童発達支
援センターの整備促
進

現状維持

中央区における福祉型児童発
達支援センターを整備中であ
り、平成28年度に開所する。

緑区における福祉型児童
発達支援センターの施設
整備を促進する。

障害政策課

10,899,771

250
発達障害支援セン
ターの運営

現状維持 基本目標２　№30　を参照 基本目標２　№30　を参照 15,596 15,197

249
障害児者介護給付
費等の支給

現状維持

障害者総合支援法等の規定
に基づき介護給付費等を適正
に支給する。
・訪問系サービス
　　延453,218.00時間
・短期入所事業
　　延23,147人日
・日中活動系サービス
　　延570,773人日
・施設支援サービス
　　延145,982人日
・居住系サービス
　　延6,882人

障害者総合支援法等の規
定に基づき介護給付費等
を適正に支給する。

10,903,822

47,773

障害政策課

陽光園

248
障害児入所・通所給
付費等の支給

現状維持

児童福祉法等の規定に基づ
き障害児通所給付費等を適正
に支給する。
・障害児通所支援
　延 147,289人日
・障害児入所支援
　延 6,654人日

児童福祉法等の規定に基
づき障害児通所給付費等
を適正に支給する。

1,895,093 1,812,942
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

障害福祉サービス課

15,613

266
日中一時支援事業
の実施

現状維持 基本目標３　№100　を参照基本目標３　№100　を参照 17,474 16,305

265
障害児者入浴サー
ビス事業の実施

現状維持

在宅において入浴が困難な重
度障害児（者）に対し、移動入
浴車が家庭に巡回訪問して、
入浴サービスを提供した。

継続的に実施していく。 18,727 障害福祉サービス課

障害政策課
障害福祉サービス課

770

264
地域生活支援事業
の推進

現状維持

初回相談面接　　２３件
訪問療育支援　　１１人
療育技術支援　８８１人
外来専門療育支援　７４人

一体的に運営している発
達障害支援センターととも
に事業継続していく。また、
療育センター再整備方針
に基づいて所要の見直しを
図る。

No.29に
含む

No.29に
含む

263
障害児訓練器具等
購入費助成事業の
実施

現状維持

障害児に対し、在宅生活上必
要な訓練器具、介助用具及び
生活補助器具などを購入する
場合、費用の一部の助成を
行った。

継続的に実施していく。 159,173 障害福祉サービス課

陽光園

障害福祉サービス課

1,274

262
リハビリテーション事
業の推進

現状維持

＜こども家庭相談課分＞
理学療法：６７４件
作業療法：５９０件
言語聴覚療法：８５６件
福祉機器相談件数：５６３件
＜陽光園分＞
リハビリ支援　８７件

エビデンスに基づいた個別
訓練等の充実を図るととも
に、障害児者とその家族が
生活しやすい地域作りのた
めの啓発事業等の充実を
図る。

No.29に
含む

No.29に
含む

261
軽度・中等度難聴児
補聴器購入費等助
成事業の実施

現状維持

身体障害者手帳の交付対象
とならない軽度・中等度難聴
児の補聴器購入・修理に対し
て、費用の一部を助成した。

継続的に実施していく。
№260に
含む

840

障害福祉サービス課

陽光園
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

170,859

260
障害児者日常生活
用具給付等事業の
実施

現状維持

障害児（者）の日常生活を容
易にするため、障害のある人
が使いやすいように作られた
日常生活用具の給付を行っ
た。

継続的に実施していく。 159,173 151,680

259
身体障害児者補装
具費の支給

現状維持

身体障害児（者）の日常生活
の向上を図るために必要な補
装具を購入及び修理するため
の費用を支給した。

継続的に実施していく。 170,864 障害福祉サービス課

障害政策課258
障害福祉相談員の
配置

現状維持
障害福祉相談員を36人配置し
た。

障害のある人及びその家
族の生活等の相談に応じ
るため、障害福祉相談員を
配置し、必要な助言を行
う。

840

267
住宅設備改善費の
助成

現状維持

在宅の重度障害児（者）又は
その保護者が居宅内の住宅
設備を障害に適するように改
善するための経費を助成する
ことにより、在宅生活を容易に
した。
なお、平成23年度に事業を拡
充し、住宅の改善工事につい
て、助成対象経費の上限額を
40万円から80万円に引き上げ
た。

継続的に実施していく。 34,200 31,212
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

障害福祉サービス課

障害福祉サービス課

障害福祉サービス課

障害福祉サービス課

障害福祉サービス課

学校教育課
障害福祉サービス課

陽光園

障害福祉サービス課

276
自立支援医療（育成
医療）の給付

現状維持

身体に障害のあるお子さん
が、生活能力を得るために必
要な治療を受ける場合、その
費用の全部または一部を給付
した。

継続的に実施していく。 15,049 健康企画課

146

275
重症心身障害児者
訪問看護支援事業
の実施

現状維持

在宅の重症心身障害児を対
象に、医療サービスで実施す
る訪問看護に連続して福祉
サービスによる訪問看護を実
施した。

継続的に実施していく。 3,007 1,521

274
オモチャライブラリー
の実施

現状維持

障害児（者）を対象に障害の
状態に適したオモチャを貸し
出した。また、障害に対する理
解を深めるため、保護者等に
専門図書やビデオ等の貸出し
を行った。
貸出件数　２８件（４１点　内
訳：オモチャ等２８点、図書７
冊、ビデオ１本、ＣＤ１枚、ＤＶ
Ｄ４枚）

継続的に実施していく。 155

10,413

35,740

273送迎支援等の検討 現状維持

「送迎にも利用できる市内の
サービス等一覧」の作成及び
周知を図った。また、自立通学
を目指す教育課程の例や子ど
もたちの自立通学を目指して
指導を行う上で参考となる資
料を作成した。

関係機関と連携し、登下校
の送迎支援の課題整理・
対応策の検討及び個別の
ケースの対応策の検討を
行う。

0 0

272
身体障害者用福祉
車両（あじさい号）の
運行

現状維持

在宅の歩行が困難な身体障
害児（者）で、車いす等を使用
している者の外出を支援し行
動範囲の拡大を図るため、車
いす等を使用したまま乗車で
きるリフト付車両を運行した。

津久井地域との制度の違
いによる1市2制度の事業
体制となっている。

44,290

316,750

271
移動支援事業（ガイ
ドヘルプサービス）の
実施

現状維持

屋外での移動に困難がある障
害児（者）について、地域での
自立生活及び社会参加を促
すため、外出のための支援と
してガイドヘルプサービス費を
給付した。

平成２８年度から難病患者
を新たな対象者として拡大
する。

442,354 440,127

270
福祉タクシー利用料
の助成

現状維持

在宅の重度障害児（者）等が
タクシー等を利用する場合に、
その料金の一部を助成した。

継続的に実施していく。 319,090

3,471

269
自動車燃料費の助
成

現状維持

在宅の重度障害児（者）等が
自動車を利用する場合に、そ
の燃料費の一部を助成した。

継続的に実施していく。 89,870 84,419

268
障害児者宿泊費の
助成

現状維持

在宅の障害児（者）が宿泊施
設を利用した場合に、宿泊費
用の一部を助成した。

継続的に実施していく。 3,753

38



４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

288
通訳、翻訳ボラン
ティアの派遣等

現状維持

通訳対応87件
（内市費負担による医療通訳
20件）
翻訳対応38件

医療通訳への通訳派遣な
どは専門的な知識を要す
るため、研修会を実施しな
がら通訳者のレベルアップ
を図る。

150
シティセールス・
親善交流課

学校教育課

No.29に
含む

287
特別支援学級就学
奨励費の交付

現状維持
支援級に在籍する437人に就
学奨励費を交付した。

継続的に実施していく。 16,466 14,056

286
児童発達支援事業
の推進

現状維持

＜児童発達支援事業＞
開催回数：８８９回
契約児数：２８６人
利用延べ人数：２，７９５人

児童発達支援センターとの
役割分担を明確にし、見立
てと初期療育のための小
集団支援の充実を図る。

No.29に
含む

48

No.29に
含む

282
幼児健康診査事後
指導教室の開催

現状維持 基本目標４　№163　を参照基本目標４　№163　を参照 2,409

緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

学務課

208,997

285支援教育の推進 現状維持 基本目標２　№72　を参照 基本目標２　№72　を参照 0 0

284支援保育の推進 拡充・充実 基本目標２　№50　を参照 基本目標２　№50　を参照 220,000保育課

陽光園
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

2,365,761

281
障害者歯科診療事
業の助成

拡充・充実

相模原市歯科医師会により、
週２日、相模原口腔保健セン
ターにおいて、障害児（者）の
歯科診療を行った。全身麻酔
下治療の実施日数を平成26
年度12日から平成27年度19
日へ拡充した。

継続的に実施していく。 60,767 60,576

280
重度障害者の医療
費の助成

現状維持

重度障害者の健康の保持及
び生活の安定を図るため、医
療費を助成した。

継続的に実施していく。 2,379,301 地域医療課

地域医療課

2,341

283巡回訪問の推進 現状維持

＜巡回訪問＞
保育園訪問回数：２０１回
幼稚園訪問回数：１２７回
（認定こども園は幼稚園に含
む）

・巡回訪問の充実を図る。
・支援保育コーディネー
ターの人材育成支援の充
実を図る。

No.29に
含む

1,641 1,363

278
障害児福祉手当の
支給

現状維持

在宅の20歳未満の最重度障
害児で、日常生活に常時の介
護を必要とする者に対し、手
当を支給した。

継続的に実施していく。 61,390

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

障害福祉サービス課

障害福祉サービス課

重度障害者等福祉
手当の支給

現状維持

身体、知的、精神に重度又は
中度の障害のある在宅の児
（者）に対し、手当を支給した。

継続的に実施していく。 1,012,118 1,010,823障害福祉サービス課

61,390

279
特別児童扶養手当
の支給

現状維持

精神又は身体が一定程度以
上の障害の状態にある20歳
未満の児童の養育者（父母
等）に、手当を支給した（国が
支払い）。

継続的に実施していく。

277

39



４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

人権・男女共同参画課

№240に
含む

294
「子育てガイド」の外
国語版の作成

拡充・充実

「子育てガイド外国語版」を内
容(カラーページの追加、掲載
内容の増)及び言語(ベトナム
語・クメール語の2言語を追加)
を拡充し、作成した。
【発行部数】英語版250部、中
国語版・スペイン語版・ベトナ
ム語版・クメール語版各150
部、韓国語版・タガログ語版・
ポルトガル語版各100部

各言語を随時発行してい
く。

210

前年度
繰越分
9,279

68,801

297
配偶者暴力相談支
援センター事業

現状維持

ＤＶの根絶に向けた啓発、被
害者の保護・自立に向けた支
援を行った。

関係機関との連携を図りな
がら被害者支援やDV予防
啓発等を推進するととも
に、男性向けDV相談体制
のあり方について検討を行
う。

1,040 260

296
母子生活支援施設
への入所

現状維持 基本目標６　№224　を参照基本目標６　№224　を参照 69,960 こども青少年課

こども青少年課

20,479

293
「暮らしのガイド」外
国語版の作成

現状維持

「英語」「中国語」「韓国・朝鮮
語」「ポルトガル語」「スペイン
語」「タイ語」「フィリピン語(タガ
ログ語)」「カンボジア語」「ベト
ナム語」の9ヵ国語を市ホーム
ページで掲載。「タイ語」「カン
ボジア語」「ベトナム語」につい
ては更新作業実施。

現状ではデータのみの提
供となっているが、内容が
膨大であり、また外国人市
民より、窓口で冊子を配布
して欲しいとの声もある。
必要に応じて外国人市民
の意見を取り入れ、掲載内
容及び提供方法について
検討を行っていく。

1,992 1,992

292
海外帰国及び外国
人児童生徒教育の
推進

現状維持 基本目標２　№71　を参照 基本目標２　№71　を参照 21,446学校教育課

シティセールス・
親善交流課

48

前年度
繰越分
9,278

295
婦人相談事業の実
施

現状維持

こども家庭相談員が、女性の
様々な悩みごとの相談相手と
なり、助言等を行った。

継続的に実施していく。
№240に
含む

2,265 2,144

290
外国人懇話会の開
催

現状維持

2月１4日開催
テーマ「外国人市民の医療環
境について～外国人市民が
安心して医療機関を受診する
ために～」

さがみはら国際交流ラウン
ジと連携し、適切なテーマ
設定のもと、より効果的に
懇話会を実施していく。

43

こども青少年課

シティセールス・
親善交流課

区政支援課

289
国際交流ラウンジ事
業の充実

現状維持

多言語によるラウンジ広報誌
発行・外国人との交流や相互
理解を深めるための各種イベ
ント実施・ラウンジに係る各部
会や団体への支援等。

外国人市民に対して、ラウ
ンジの認知度を向上させて
いくことが課題の一つであ
る。フェイスブックによる情
報発信等、さまざまなツー
ルにより情報発信をしてい
く。

21,908 20,869
シティセールス・
親善交流課

43

291外国人相談の実施 現状維持

中央区役所市民相談室にお
いて、外国人相談288件（英語
11件、中国語162件、スペイン
語101件、ポルトガル語14件）
及び外国人法律相談4件を実
施した。

継続的に実施していく。
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

こども青少年課

こども青少年課

こども青少年課

こども青少年課

こども青少年課

こども青少年課

870308

社会福祉審議会児
童福祉専門分科会
児童相談所措置部
会の運営

現状維持

児童福祉専門分科会におい
て、より専門的な調査審議に
対応するため、児童相談所の
措置等に係る部会を運営し
た。

児童福祉専門分科会にお
いて、より専門的な調査審
議に対応するため、児童相
談所の措置等に係る部会
を運営していく。

882

№298に
含む

307
子どもの権利擁護の
推進

現状維持

社会的養護が必要な子どもの
権利擁護を図るため、被措置
児童等虐待の防止、予防に関
する取組を実施した。被措置
児童等虐待の事例に対し、適
切な対応をした。

継続的に実施していく。
№2に含

む
№2に含

む

306地域支援の充実 現状維持
・親子サロンの開催
・子育て講座の開催

継続的に実施していく。
№298に
含む

№.302
に含む

302
母子生活支援施設
における支援の充実

現状維持

入所世帯の処遇向上を図るた
めの施設運営に係る人件費
等の補助を実施

継続的に実施していく。 57,875

0

305家庭支援の充実 現状維持

児童養護施設等職員の要保
護児童対策地域協議会実務
者会議への参画

継続的に実施していく。 0 0

304自立支援の充実 現状維持
自立援助ホーム開設に関する
相談（随時）

継続的に実施していく。 0

こども青少年課

0

301専門的ケアの充実 現状維持 既存の社会資源等で対応
心理治療等の専門的なケ
アと養育を行う施設支援の
方向性について検討

0 0

300
児童養護施設の小
規模化及び地域分
散化の推進

現状維持
・小規模化実施施設　2施設
・小規模化未実施施設　1施設

小規模化未実施施設との
調整

0 こども青少年課

こども青少年課

14,144

303
児童養護施設等に
おける支援の充実

現状維持

入所児童の処遇向上を図るた
めの施設運営に係る人件費
等の補助

継続的に実施していく。
№302に
含む

2,814

299
里親制度の普及啓
発

現状維持

・里親講座の開催（1回）
・里親体験談の開催（3回）
・広報さがみはらへの掲載
・ホームページの掲載
・リーフレットの作成、配布

継続的に実施していく。
№298に
含む

№298に
含む

298里親委託等の推進 現状維持

・新規里親の認定登録（9組）
・ファミリーホーム開設に関す
る相談（随時）
・認定前研修、更新研修の開
催
・里親相談員の増員（3名⇒6
名）

継続的に実施していく。 3,560 こども青少年課

こども青少年課
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

雇用政策課

精神保健福祉センター

こども青少年課

こども青少年課

学務課

学務課

地域福祉課

雇用政策課

314就学援助費の交付 現状維持 基本目標６　№225　を参照基本目標６　№225　を参照 587,315 537,947

313
困難を有する子ど
も・若者の状況に応
じた支援の取組

現状維持

困難を有する子ども・若者の
相談体制や支援体制の充実
について、子ども・若者支援協
議会で議題としてとりあげて、
関係機関間の情報共有・問題
意識の共有を図った。

子ども・若者支援協議会の
運営を充実することで、困
難を有する子ども・若者の
状況に応じた支援を行うた
めのネットワークを構築し
ていく。

№312に
含む

ひきこもり及びアルコール・
薬物依存の家族教室「ガー
ベラ」を月1回実施。8回
コースでCRAFT家族教室
を開催。随時個別支援も行
い、多角的な家族支援を実
施する。年1回の研修会を
開催する。

435

№312に
含む

309
地域若者サポートス
テーション事業の実
施

現状維持

若年無業者等の職業的自立
を促進するため、若者キャリア
開発プログラム、家族セミ
ナー、職場体験等を実施し
た。

若年無業者やフリーター等
の職業的自立への支援
は、将来生活保護に陥るリ
スクを未然に防止するとと
もに、地域社会の将来の支
え手とすることに繋がる重
要な取組であるため、引き
続き事業を推進していく。

14,715

18,190316
生活保護世帯及び
生活困窮世帯の子
どもの学習支援

現状維持

市内３区５会場において週１
回を基本とした学習会を実施
するとともに、進路相談の実
施屋や体験学習の機会提供
を行った。

子どもの貧困に関する諸
施策との連携により内容の
充実が図られよう検討等を
行っていく。

19,710

18,916

315
岩本育英会奨学金
の給付

現状維持 奨学金を10人に貸与した 現状維持に努める。 1,872 1,440

310
若者の学びなおし・
職業体験支援事業

現状維持

就職に有利になるような資格
取得のための訓練などを実施
した。

本事業は、全額を特定財
源（緊急雇用創出事業臨
時特例基金）により実施し
ていたが、平成27年度を
もって当該基金事業が終
了したため、内容を精査し
たうえで、事業を継続して
いく。

18,916

364

312
子ども若者支援協議
会の運営の充実

現状維持

代表者会議１回、実務者会議
２回、講演会１回開催、し、外
部構成機関も含め関係機関と
の連携強化を図った。また、支
援機関の一覧を掲載したリー
フレットを７０００部作成・配布
し、周知に努めた。

代表者会議だけでなく、実
務者会議にも外部機関等
の参画を促し、より実効的
なネットーワーク形成のた
めの会議としていく。

285 198

311
ひきこもり相談支援
事業の推進

拡充・充実

ひきこもり家族教室を月1回実
施。認知行動療法の技法を用
いた家族向けのＣＲＡＦＴ家族
教室を試行。平成28年3月、市
民を対象に家族間コミュニ
ケーションをテーマに研修会を
開催。

14,715
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４　事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円） 所管課

地域福祉課317
生活保護世帯及び
生活困窮世帯の若
者自立支援

現状維持

市内３区４箇所で居場所を通
年開設し、交流や社会性の育
成を図る場を提供するととも
に、中長期的・継続的な支援
の実施により若者が抱える
様々な課題に対処した。

子どもの貧困に関する諸
施策との連携により内容の
充実が図られよう検討等を
行っていく。

60,287 57,462
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基本目標７　子育ての意義や価値に対する意識の醸成

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

４　事業の実施状況

平成２７年度

28.4

118.3

所管課

生涯学習課

生涯学習課
総合学習センター

平成３０年度平成２９年度平成２８年度

平成２７年度

2,708,924

2,304,363

－

指　　標

指標の説明等

子育てをしていることを社会に温かく見守られていると感じる市民の割合
【市独自調査】

子育てに対する社会全体の意識の醸成を見る指標
（「子ども・子育て支援に関するアンケート調査」において、子育てに対して十分な評価を受けていない
と回答した人のうち、３割の人が「評価されている」と感じるように目標を設定。）

平成３０年度平成２９年度
区　　　　　分

事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成２８年度

1,319

319
公民館等で行う子育
て学習講座の充実

現状維持

子育てや家庭教育での学習
課題を捉えた内容により、公
民館等での学習機会の提供
を行った。
また、市民大学において、和
泉短期大学コース、東京家政
学院大学コースにおいて各１
講座を実施した。

公民館や総合学習セン
ターにおいて、子育てや家
庭教育に関する学習機会
を提供する。
また、講座の企画は毎年
大学が行っているため、講
座の継続が困難な場合も
ある。

37,745 36,073

318家庭教育の推進 現状維持

小・中学校ＰＴＡ連絡協議会１
１ブロックで１１の事業を実施
した。

小・中学校ＰＴＡ連絡協議
会に委託し、ブロック単位
で子育てや家庭教育に関
する学習機会を提供する。

1,330

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

達成度

基準値

17.5

目標値

24.0

平成３１年度

決算額の増減

決 算 額

予 算 現 額

31

事業数
取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

31
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

総合学習センター

こども青少年課

図書館
相模大野図書館
橋本図書館

327休日保育の拡充 現状維持 基本目標２　№51　を参照 基本目標２　№51　を参照

329
病児・病後児保育の
拡充

現状維持 基本目標２　№53　を参照 基本目標２　№53　を参照

328夜間保育の拡充 現状維持 基本目標２　№52　を参照 基本目標２　№52　を参照

199,700

子育て支援に関する
講座等の実施

現状維持

市立図書館および橋本図書
館では、「わらべうた会」を定
期的に開催し、０歳から２歳児
を持つ保護者へ、わらべうた
を用いた子どもとのふれあい
や遊び方の伝承と本の紹介を
行った。市立図書館では、大
野北公民館との連携事業とし
て年に２回子育て支援事業を
開催した。
また、橋本図書館では子育て
支援に関する発行物の作成・
配布や、関連資料の展示･貸
出を行うほか、「親子で学ぼう
江戸しぐさ」と題し、親子で一
緒に「思いやり」について考え
る講座を行った。

わらべうた会については両
館ともに大変好評をいただ
いているが、市立図書館で
は申込制のため参加でき
ない場合もあり、受入数や
回数を増やすなどの対応
が必要。

0

保育課

保育課

7,687 7,687

7,901

43,625 41,781

7,901

保育課

保育課

7,351 こども青少年課

こども青少年課

185,020

会員数　 1,434人
活動実績　9,657件

更なる会員増に向け、会費
や対象年齢について、課題
を整理し、事業の推進を図
る。

12,131

325

ショートステイ事業の
実施

現状維持
事業の実施について、課題の
検討等を行った。

継続的に実施していく。 0 0

324 現状維持

18歳までの児童を対象に、市
内乳児院、児童養護施設、母
子生活支援施設の3施設で実
施した。
利用実績：乳児院　延べ125人
児童養護施設　延べ131人
母子生活支援施設　延べ135
人

継続的に実施していく。 7,641

トワイライトステイ事
業の実施

326延長保育の拡充 拡充・充実 基本目標２　№49　を参照 基本目標２　№49　を参照

こども青少年課

10,396

321
「家庭の日をつくりま
しょう」の推進

現状維持

「家庭の日」の啓発として、写
真コンテスト及び入選作品展
の開催、啓発ポスター及び
リーフレットを作成・配布した。

地域社会における青少年
を取り巻く健全な社会環境
づくりのため、家庭の日を
広く周知する。周知方法を
検討する。

198 181

320
副読本教材等の発
行

現状維持

社会科副読本を小学校３年
生、中学校１年生に配付した。
家庭用性教育読本「さわや
か」を小学校４年生の保護者
に、ダイジェスト版を小学校１
年生の保護者に配付した。防
災ガイドブックを小学校１年
生・４年生、中学校１年生に配
付した。

学校における活用の促進 10,433

0

323
ファミリー・サポート・
センター事業の充実

現状維持 11,457

322
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

0 0

342
すくすく保育アテンダ
ントの配置

現状維持 基本目標２　№40　を参照 基本目標２　№40　を参照 29,237保育課

人権・男女共同参画課

115,707

341
子育てと仕事の両立
のための広報、啓
発、情報提供

現状維持

仕事と家庭両立支援推進企
業表彰及びリーフレットを作成
して取組事例の紹介を行うな
ど、企業のＰＲとワーク・ライ
フ・バランスに配慮した社会環
境づくりに向けた意識啓発を
図った。

受賞企業へのインセンティ
ブや啓発方法の検討が必
要である。

1,132 966

340
民間児童クラブの支
援

拡充・充実 基本目標３　№98　を参照 基本目標３　№98　を参照 127,248 こども施設課

雇用政策課

22,761

343
｢お父さんといっしょ｣
の配布

現状維持

母子健康手帳の交付時に、ハ
ンドブック「お父さんといっしょ」
を配布し、父親の育児参加の
促進を図った。

冊子形式以外の、より啓発
効果が高い方法について
検討する。（平成27年度は
前年度作成の冊子を使用
したため、決算額は0円）

保育課

－

339
公立児童クラブの再
整備及び改修

拡充・充実 基本目標３　№97　を参照 基本目標３　№97　を参照 26,999 20,043

338
公立児童クラブ運営
体制等の充実

現状維持 基本目標３　№96　を参照 基本目標３　№96　を参照 －

86,403

334
認定こども園の設置
促進

拡充・充実 基本目標２　№41　を参照 基本目標２　№41　を参照

910,010

前年度
繰越分
177,829

こども施設課

こども施設課

0

337
幼稚園の預かり保
育・一時預かり事業
の充実

現状維持 基本目標２　№43　を参照 基本目標２　№43　を参照 56,700 56,170

336
事業所内保育事業
の促進

現状維持

H28年度４月開所に向けて、
事業所内保育事業２施設を整
備した。

事業所内保育事業の実施
に際しては、地域の受入枠
の確保を図る。

4,000 保育課

保育課

0

333認定保育室の活用 現状維持 基本目標２　№57　を参照 基本目標２　№57　を参照 711,111 710,844

332
保育所等の定員の
弾力化の活用

現状維持 基本目標２　№56　を参照 基本目標２　№56　を参照 0 保育課

保育課

84,606
(翌年度
繰越分
338,426)
前年度
繰越分
177,829

335
地域型保育事業の
促進

拡充・充実 基本目標２　№42　を参照 基本目標２　№42　を参照 86,500

№41に
含む

前年度
繰越分
31,613

478,782

前年度
繰越分
31,613

330
保育所の建て替え
等による定員拡大の
推進

拡充・充実 基本目標２　№54　を参照 基本目標２　№54　を参照
前年度
繰越分
192,952

保育課

保育課

保育課331
保育所の新設による
受入の拡大

拡充・充実 基本目標２　№55　を参照 基本目標２　№55　を参照

前年度
繰越分
192,952
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

雇用政策課

保育課

地域医療課

41人権・男女共同参画課

緑保健センター
中央保健センター
南保健センター

348
院内保育施設運営
費の助成

拡充・充実

医師・看護師等の定着・確保
を図るために、病院に勤務す
る医師・看護師等の乳幼児を
保育する１４施設の院内保育
施設設置者に対し運営費を助
成した。

継続的に実施していく。 20,000 15,498

966

347
事業所内保育事業
の促進

現状維持 基本目標７　№336　を参照基本目標７　№336　を参照 4,000 0

346
子育てと仕事の両立
のための広報、啓
発、情報提供

現状維持 基本目標７　№341　を参照基本目標７　№341　を参照 1,132

345
赤ちゃんとふれあい
体験教室の開催

現状維持
年1回
8人

継続的に実施していく。 20 16

344
男女共同参画意識
の普及啓発

現状維持

性別による固定的役割分担意
識の変革を目的に、男性の家
事・育児参加を応援する「イク
メン・カジダンフォトコンテス
ト」、積極的に育児に関わる
「イクメン奮闘男子交流会」等
を開催した。

固定的役割分担意識の解
消を目的に、講座への参
加者やパネル展見学者の
増やすため、より積極的な
周知等を図る。

50
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基本目標８　地域の育児力の向上

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

４　事業の実施状況

67.0

所管課

こども施設課

こども青少年課

保育課

こども青少年課

地域福祉課

91,729

4,567

59.3 63.5

234,269

－

指　　標

指標の説明等

基準値

子育てサポーターの活動率

地域の子育て支援が推進されているかを見る指標
（子育てサポーターとして登録したが、活動していない人のうち、２割の人が活動することを目標に設
定。）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 目標値

100353
子育てサロンの設置
促進

現状維持

サロン活動に役に立つ情報提
供を目的として、サロンニュー
スを発行するなど、子育てサ
ロン34箇所への支援を行っ
た。

引き続き、市社会福祉協議
会を通じて、子育てサロン
の設置を促進する。

103

352
ふれあい親子サロン
の開催

現状維持 基本目標４　№177　を参照基本目標４　№177　を参照 504 377

351
保育所等における子
育て広場事業の実
施

拡充・充実 基本目標４　№176　を参照基本目標４　№176　を参照 92,923

350
地域子育て支援拠
点事業の拡充

現状維持 基本目標４　№175　を参照基本目標４　№175　を参照 18,701 18,203

349子育て広場の拡充 現状維持 基本目標４　№174　を参照基本目標４　№174　を参照 4,906

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

達成度 94.8

決算額の増減

決 算 額

予 算 現 額

区　　　　　分
事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成２８年度

260,749

平成２７年度 平成３０年度平成２９年度

27

事業数
取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成２７年度

27

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

保育課

こども青少年課

水みどり環境課

73

362
みどりの少年団の育
成

現状維持

団体活動実績
　参加人数（延べ）：4,520人
津久井森林体験教室
　参加人数：56人

今後も公社の自主事業とし
て、こども達のみどりに関
する関心を高められるよう
事業展開していく。

1,959 1,935

361子育て応援店事業 現状維持 登録店舗数　407店舗 継続的に実施していく。 210 123

地域に開かれた幼
稚園づくり

現状維持

子育て支援事業を実施する幼
稚園37園に対し、人件費及び
管理経費について補助を行っ
た。

幼稚園の機能を活用した
子育て支援事業の経費を
補助することにより、地域
における子育て支援の充
実とともに幼児教育の振興
を図っていく。

7,000 6,993

359
スポーツ推進委員活
動の推進

現状維持

体力測定やニュースポーツの
普及活動を１年を通し実施す
るとともに、駅伝やマラソン大
会の交通整理の実施等広く地
域のスポーツを振興した。

【課題】
各地区によってニュース
ポーツの普及度が異なる。
【取組の方向性】
市民に、より多くのニュース
ポーツ体験の場を提供す
るため、公民館事業との連
携やスポーツ推進委員連
絡協議会各自の普及活動
を図る。

20,742 18,723

民生委員・児童委
員、主任児童委員活
動の充実

現状維持
主任児童委員、児童委員に対
する研修を実施した。

主任児童委員、児童委員
への研修を継続して行い、
地域における子どもの健全
育成の促進を図る。

73

スポーツ課

保育課

8,484

358
青少年指導員活動
の推進

現状維持

市青少年指導員で構成される
市青少年指導員連絡協議会
において、指導員相互の連絡
及び情報交換のための会議
開催、指導員に必要な講習会
及び研修会の開催、各地区に
おける各種青少年事業が実
施された。

継続的に実施していく。 16,124 14,856

357
中学校部活動支援
事業の推進

現状維持

・３３校の中学校へ２０６名の
部活動技術指導者を計２,８２
８回派遣した。
・指導力向上に向け、年間３
回研修会を実施した。

顧問教諭の協力者として
地域の人材を活用した専
門的な知識及び技能を有
する中学校部活動技術指
導者を派遣し、部活動の一
層の活性化を促す。

9,000 学校教育課

こども青少年課

360

地域福祉課

保育課

354
地域の子育て活動
の支援の推進

現状維持

家庭で保育を行う親子で組織
するコミュニティグループに対
し、保育所のサポートや補助
金の交付等を行い、活動を促
進した。

地域における育児力の向
上を図るため、引き続きコ
ミュニティグループに対す
る支援を行う。

3,360 2,662

356一時保育の拡充 拡充・充実 基本目標２　№48　を参照 基本目標２　№48　を参照 52,623 35,845

355
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

こども青少年課

保育課

産業政策課

こども青少年課

学校教育課

市民協働推進課

こども施設課

保育課

こども青少年課

こども青少年課

372
地域の子育て活動
の支援の推進

現状維持 基本目標８　№354　を参照基本目標８　№354　を参照 3,360 2,662

371
子育てサポーターの
育成

現状維持

ふれあい親子サロンで活動。
新規登録者数　10人
登録者数　189人

活動内容の拡充を図る。 109 67

370
ファミリー・サポート・
センター事業の援助
会員の研修の充実

現状維持

「成人・小児の心肺蘇生・AED
講習会」
参加者7人
「年末の大掃除にお役立ち！
知っておきたい整理収納の基
本」
参加者8人

継続的に実施していく。
№323に
含む

№323に
含む

369
コミュニティビジネス
の普及・推進に向け
た取組の推進

現状維持

・コミュニティビジネスサロンの
開催
・コミュニティビジネスフォーラ
ムの開催
・個別相談会の開催
・専門サイトによる情報発信

継続的に実施していく。 4,000 4,000

368
「市民・行政協働運
営型市民ファンド」の
運営

現状維持

市民活動団体が行う子育て支
援活動等の社会貢献活動を
支援した。科学、紙芝居などさ
まざまな観点から、子どもの健
全育成に資する取り組みが行
われた。

今後も引き続き、子育て支
援活動等の社会貢献活動
に対する支援を行ってい
く。

1,709 1,288

367
地域教育力活用事
業の推進

現状維持 基本目標２　№23　を参照 基本目標２　№23　を参照 2,401 2,351

366
地域の子育て活動
の支援の推進

現状維持 基本目標８　№354　を参照基本目標８　№354　を参照 3,360 2,662

365子育て広場の拡充 現状維持 基本目標４　№174　を参照基本目標４　№174　を参照 4,906 4,567

364
地域子育て支援事
業の推進

現状維持

「さがみはら子育て支援者ネッ
トワーク」の拡充を図るととも
に、子育て支援者による交流
会を開催した。また、子育てに
対する不安感や負担感の軽
減を図るとともに、子育て当事
者の仲間づくりを促進すること
を目的に、子育てに関する各
種講座を開催した。
【さがみはら子育て支援者ネッ
トワーク】
団体登録　45団体
個人登録　13人
【研修会・交流会】
参加者　　57人
【子育て支援者ネットワーク登
録団体・個人紹介リーフレッ
ト】
発行部数　3,000部

継続的に実施していく。 300 300

363
ファミリー・サポート・
センター事業の充実

現状維持 基本目標７　№323　を参照基本目標７　№323　を参照 12,131 11,457
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

地域保健課

人権・男女共同参画課

こども青少年課375

119

374
男女共同参画による
子育て支援事業の
推進

現状維持

性別による固定的役割分担意
識の変革を目的に、親子のふ
れあいを深める機会や子育て
中の親の弧立化、閉塞感の軽
減に繋がる講座等を開催し
た。

女性の子育てへの不安や
閉塞感の軽減などを目的
に、参加者のニーズを捉え
講座内容の充実を図る。

126 126

373
食生活改善推進員
の育成

現状維持 基本目標４　№192　を参照基本目標４　№192　を参照 119

№175に
含む

地域子育て支援拠
点事業における講座
の充実

現状維持

各拠点にて、月1回以上開催
した。
【延べ参加者数】
「緑のおうち」(緑区)
　112人
「バンビのぽれぽれ広場」(中
央区)
　199人
「かみみぞひだまり」(中央区)
　346人
「たんと」(南区)
585人

継続的に実施していく。
№175に
含む
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基本目標９　安全・安心して暮らせるやさしいまちづくりの推進

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：件）

４　事業の実施状況

272

所管課

交通・地域安全課

交通・地域安全課

公園課

21,529,255

－

指　　標

指標の説明等

基準値

市内で発生した子どもの交通事故件数

子どもの安全が確保されているかを見る指標
（前年比約３％の減少を目指し、目標を設定。）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 目標値

20,451378
鹿沼児童交通公園
事業の推進

現状維持
遊具の貸し出しや交通マナー
の指導を実施した。

警察や交通･地域安全課に
協力しながら、今後も継続
して事業を行っていく。

20,451

13,059

377
安全・安心パトロー
ルの実施

現状維持
8月を除く毎月実施し、市内の
小学校を順次パトロールした。

効果的に行えているため、
今後も継続して行う。

0 0

376
交通安全教室の開
催

現状維持

交通安全教室実施状況
開催回数：278回、参加人数：
25,910人

交通安全教育を効果的に
行えており、今後も継続し
て事業を実施する。

13,561

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

達成度 100.4

322 271

決算額の増減

決 算 額

予 算 現 額 22,197,515

区　　　　　分
事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成２８年度

44

事業数
取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成２７年度

44

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

平成２７年度 平成３０年度平成２９年度

52



４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

交通・地域安全課

学務課

交通・地域安全課

388
監視カメラ、センサー
ライトの設置

現状維持
全小学校への設置完了済。
監視カメラによる警戒を継続。

継続的に実施していく。 1,170

684

387
走るこども110番の
家の設置

現状維持

登録車両台数：2,358台
実施主体：相模原市安全・安
心まちづくり推進協議会

車両による啓発活動は効
果的であり、今後も継続し
て事業を実施する。

№386に
含む

№386に
含む

386
こども110番の家の
設置

現状維持

協力者数：6,202件
実施主体：相模原市安全・安
心まちづくり推進協議会
（クリアファイル作成費、見舞
金保険料等）

物品の作成や広告等で「こ
ども１１０番の家」のより一
層の周知を行う。

1,375 交通・地域安全課

交通・地域安全課

1,170

2,168 2,153

384
防犯灯の設置及び
維持管理

現状維持

設置費補助灯数156灯
維持管理費補助灯数48,927
灯

市が管理する防犯灯約
40,000灯についてＬＥＤ化
を進める。

251,130

学校施設課

交通・地域安全課

学務課

防犯活動物品購入
支援事業補助金の
交付

現状維持

補助実施
団体：7団体　補助額：285,040
円

地域の防犯パトロールが
活発に実施されているた
め、今後も継続して事業を
実施する。

300 286

382
防犯対策団体の活
動の支援

現状維持
市内4防犯協会に補助金を交
付

防犯の啓発活動を継続し
て実施しており、今後も支
援を行う。

1,600 交通・地域安全課

交通・地域安全課

245,293

385防犯ブザーの貸与 現状維持

新入学児童等へ防犯ブザーを
貸与した。
平成27年度購入数　6,311個

子ども、家庭、地域などに
おける安全と防犯意識が
向上しており、画一的な機
器の配布を行うことの必要
性について、検討が必要で
ある。

20,141

381防犯講習会の実施 現状維持

防犯講習会実施状況
開催回数：121回、参加人数：
11,485人

年々講習会の実施回数が
増えており、今後も継続し
て事業を実施する。

№376に
含む

№376に
含む

380
学童通学安全指導
員の配置

現状維持

平成27年度末現在
配置箇所数　105箇所
配置人員数　105人

学童通学安全指導員を配
置し登下校時における児
童の安全確保を図っている
が、道路状況の変化等に
対応し必要な場所の安全
確保ができるよう継続的に
学校と連携を行う。

23,191

1,504

383

379
交通安全母の会等
の支援

現状維持

交通安全母の会連合会及び
12地区の交通安全母の会に
助成

交通安全の啓発活動を継
続して実施しており、今後
も支援を行う。

1,000 1,000
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

396
市民の手による街区
公園・緑道の美化推
進

現状維持

街美化アダプト制度に基づき
推進。平成２７年度末の延べ
実施個所数は４９８箇所、活動
団体数は３０７団体である。

・高齢化によりアダプト活動
を取り止める団体が増えて
いる。
・アダプト制度未導入の公
園について、周辺自治会等
に制度の周知を行い、導入
公園の増加を図る。

18,001
公園課
津久井地域環境課

395
市民ふれあいの森
づくり事業の推進

現状維持

街美化アダプト制度による活
動支援  対象地：23箇所
     対象団体：19団体(実数）

今後とも、街美化アダプト
による緑地等の維持管理
を促進していく。

1,277 1,276

394
木もれびの森づくり
事業の推進

現状維持

土地所有者及び市民の協力
により、樹林地の散策路整備
等を実施して効果的に保全す
るとともに、街美化アダプト制
度を活用して市民に親しまれ
る森づくりを実施した。
（街美化アダプト制度＿10団
体）

今後も市民等の協力によ
る散策路整備や街美化ア
ダプト制度による清掃活動
を通じて市民に親しまれる
森づくりを促進していく。

2,639 水みどり環境課

水みどり環境課

17,431

学務課

25,358

393
ユニバーサルデザイ
ンのまちづくりの推
進

現状維持

「相模原市ユニバーサルデザ
イン基本指針」や「神奈川県み
んなのバリアフリー街づくり条
例」等に基づき公共施設のバ
リアフリー化、道路・交通、公
園等の整備を推進した。

「相模原市ユニバーサルデ
ザイン基本指針」や「神奈
川県みんなのバリアフリー
街づくり条例」等に基づき、
ユニバーサルデザインのま
ちづくりを推進する。

0 0

392
街区公園等における
遊具の安全点検及
び改修事業の推進

現状維持

５３７公園(公園課４８６公園、
津久井地域環境課５１公園)の
公園遊具の安全点検のほか、
５０公園(公園課４７公園、津久
井地域環境課３公園)の遊具
を更新した。

平成２７年度に策定した
「相模原市公園施設長寿
命化計画」に基づき、公園
遊具の更新等を検討する。

25,358

2,639

0

公園課
津久井地域環境課

地域福祉課

0

391
学校安全活動団体
設立支援事業の実
施

0
平成27年度
助成金交付団体　　52団体

地域で子どもの安全を確
保するという意識が向上し
ている一方で、新たな参加
者が少ない団体もあり、見
守り活動の全市的な周知
等の支援を通じて、参加者
が増えるような環境づくり
が必要となっている。

1,660 1,560

390
安全・安心メールに
よる情報提供

0
登録者数：101,567人、送信回
数：36回

配信ツールとして効果的な
ため、今後も継続して事業
を実施する。

0 交通・地域安全課

保育課389
モニター付インター
フォン、防犯用電磁
ロック等の設置

現状維持

継続して、全公立保育所等に
モニター付インターフォン、防
犯用電磁ロックを設置し、保育
所建物内への不審者の侵入
防止を図った。

現状の設備等の保守を行
いながら、ほかにも必要な
対策があるかなどの検討
を行い、防犯対策の強化を
図っていく。

0
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

地域医療課

407,705404
ひとり親家庭等の医
療費の助成

現状維持 基本目標６　№235　を参照基本目標６　№235　を参照 413,860

－

400
交通バリアフリー道
路特定事業計画に
よる道路整備

拡充・充実

相模大野駅北口駅前広場に
エレベーターを設置する詳細
設計業務委託を実施

平成２８年度にエレベー
ターを設置予定

14,040

地域医療課

－

403
小児の医療費の助
成

拡充・充実

小児等の健康の保持及び保
護者の経済的負担を軽減する
ため、医療費を助成した。（1
歳児以上所得制限あり）
平成27年4月から通院対象年
齢を１２歳（小学校6年生）まで
拡大した。

少子高齢化が進む中で、
小児の健康の保持、子育
て環境の充実を図るため、
本事業を安定的かつ恒久
的に推進する観点から、新
たな財源確保の方策や財
政状況等を見極めつつ、通
院対象年齢の拡充等の検
討を行う必要がある。

2,147,610 2,138,038

402
国道１６号橋本駅南
入口交差点横断地
下道の整備

拡充・充実

平成２８年１月２５日に業者契
約、３月に地元説明を行い、４
月中旬より工事を着手してい
る。

整備完了は平成２９年７月
下旬頃を予定している。

－ 道路計画課

道路整備課

13,121

399
公共交通機関にお
けるバリアフリー化
の促進

拡充・充実

・駅のバリアフリー化について
は、東林間駅西口へのエレ
ベータ設置工事に着手すると
ともに、ＪＲ東日本において、
下溝駅駅舎改修に合わせ、ス
ロープ設置工事に着手した。
（両駅とも平成28年度完成予
定）
・ノンステップバス導入につい
ては、バス事業者に対し、8台
分の補助を行った。

・駅のバリアフリー化につ
いては、東林間駅西口及
び下溝駅への設置工事を
進めるとともに、バリアフ
リー未整備駅である相武
台下駅への整備に向け事
業者への要望等を行う。
・ノンステップバスの導入に
ついては、バス交通基本計
画において、市内の事業者
営業所におけるノンステッ
プバスの保有率を平成33
年度末までに30％以上とし
ており、平成28年4月1日現
在の市内の営業所におけ
る導入率は26.3％であるこ
とから、平成28年度は7台
の導入に対し補助金の交
付を予定している。

89,988 86,646

398
都市公園のバリアフ
リー化等の推進

現状維持

１公園について、出入り口の
段差解消を行なった。
また、樹木の剪定等を行なう
ことにより、公園内の見通しが
良くなり明るくなった。

樹木の管理について、計画
的に剪定等を行なう必要が
あると考えており、その方
針策定を検討する。

13,121
公園課
津久井地域環境課

交通政策課

13,694

401
人にやさしいみちづ
くり事業の推進

現状維持

都市計画道路の整備におい
て、歩道の段差や傾斜、点字
ブロックなどについてバリアフ
リーに配慮した道路整備を実
施した。

今後も継続してバリアフ
リーに配慮した歩道の段差
や傾斜、点字ブロックなど
についてバリアフリーに配
慮した道路整備を実施して
いく。

－

436,104

前年度
繰越分
26,741

223,732
(翌年度
繰越分
208,086)
前年度
繰越分
23,259

南土木事務所

公園課
津久井地域環境課

397
都市公園の整備推
進

拡充・充実 基本目標３　№108　を参照基本目標３　№108　を参照
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４　事業の実施状況

所管課№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

980,442

416

小児医療費援護事
業（養育医療、育成
医療、小児慢性特定
疾病）の実施

現状維持

入院することが必要な未熟
児、障害のある子ども及び特
定の疾患に罹患している子ど
もに、必要な医療を給付した。

継続的に実施していく。 172,602

健康企画課

419奨学金の貸与 現状維持 奨学金を3人に貸与した。

県奨学金などの利用によ
り、本市奨学金の利用者が
減少しているため、本市奨
学金制度の必要性につい
て、検討が必要である。

1,070 357

学務課

学務課

537,947418就学援助費の交付 現状維持 基本目標６　№225　を参照基本目標６　№225　を参照 587,315

163,370

417
幼稚園就園奨励補
助事業の充実

現状維持

私学助成の幼稚園37園に対
し、保護者の負担軽減を図る
ための補助を行った。

「子ども・子育て支援事業
計画」の個別計画の一つで
ある「幼稚園教育振興プロ
グラム」で掲げている施策
の一つであり、引き続き補
助を行うことで幼稚園の就
園を奨励し、教育環境の充
実を図っていく。

1,019,310

26,840

412
自立支援教育訓練
給付金の支給

現状維持 基本目標６　№230　を参照基本目標６　№230　を参照 420

健康企画課

保育課

1,363

415
特定不妊治療費助
成事業の推進

現状維持 基本目標４　№145　を参照基本目標４　№145　を参照 140,768 125,120

414
特別児童扶養手当
の支給

現状維持 基本目標６　№279　を参照基本目標６　№279　を参照 1,641障害福祉サービス課

こども青少年課

151,294

411
福祉資金貸付金利
子補給交付金の支
給

現状維持 基本目標６　№238　を参照基本目標６　№238　を参照 190 88

410
母子父子寡婦福祉
資金貸付事業の推
進

現状維持 基本目標６　№237　を参照基本目標６　№237　を参照 199,000 こども青少年課

こども青少年課

279

413
高等職業訓練促進
給付金の支給

現状維持 基本目標６　№231　を参照基本目標６　№231　を参照 26,840

18,000 16,320

408福祉手当の支給 現状維持 基本目標６　№234　を参照基本目標６　№234　を参照 162,883

こども青少年課

こども青少年課

こども青少年課

407
児童扶養手当の支
給

現状維持 基本目標６　№233　を参照基本目標６　№233　を参照2,478,830 2,467,298

406児童手当の支給 現状維持
中学校修了までの児童を養育
する者に手当を支給した。

継続的に実施していく。 11,503,000こども青少年課

こども青少年課

162,876

409
高校進学就職支度
金の支給

現状維持 基本目標６　№236　を参照基本目標６　№236　を参照

405
重度障害者の医療
費の助成

現状維持 基本目標６　№280　を参照基本目標６　№280　を参照2,379,301 2,365,761

11,269,700

地域医療課
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基本目標１０　市民との協働によるしくみづくりの推進

平成２８年３月３１日現在

１　取組状況総括表

２　事業費総括表 （単位：千円）

３　成果指標 （単位：％）

４　事業の実施状況

所管課

こども青少年課

学校教育課

保育課

691

平成３０年度

今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）

0 0

1,135

平成２９年度

目標値

19.8

地域における、子どもに関する各種活動への参加状況を見る指標
（「社会生活基本調査」（総務省）の「子どもを対象とした活動」の結果をもとに、アンケート値の毎年の
伸び率を参考に、目標を設定。）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

決算額の増減

決 算 額

基準値

地域の子どもへの育成活動に参加した市民の割合

486422
認定こども園・幼稚
園・保育所における
外部評価の推進

拡充・充実
公立保育所２園において、第
三者評価業務委託を行った。

評価項目について、ガイド
ライン作成の検討を今後行
い、評価の基準の浸透と、
評価受診のインセンティブ
を図っていく。

640

421
学校評議員制度の
推進

現状維持

保護者や地域の方が学校の
教育活動に関わり、地域に根
ざした学校運営の推進がなさ
れた。全小・中学校で実施し、
市全体では５１４名を委嘱し
た。

学校・家庭・地域が連携し
て、よりよい教育の実現を
目指すとともに、学校の独
自性・自律性を高め、校長
が地域の声をさらに一層把
握しながら適正に学校運営
を行うことを支援していく。

420
子ども・子育て支援
事業計画の進行管
理

現状維持

子ども・子育て会議において、
平成26年度末までの取組期
間であった「相模原市次世代
育成支援行動計画」の実施状
況の把握・点検を行うととも
に、「相模原市子ども・子育て
支援事業計画」の把握・点検
方法の検討を行った。

「相模原市子ども・子育て
支援事業計画」の実施状
況の把握・点検を継続的に
行うとともに、必要に応じて
計画の見直しを行う。

平成２７年度

146,936

127,974

－

№ 事　　　業　　　名
実施
区分

平成27年度の実施状況

指　　標

指標の説明等

予 算 現 額

区　　　　　分
事 　　　業 　　　費 　　　の 　　　状 　　　況

平成３１年度平成２８年度

達成度 81.3

14.7 16.1

28

事業数
取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成２７年度

28

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
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４　事業の実施状況

所管課今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）№ 事　　　業　　　名

実施
区分

平成27年度の実施状況

300

435
子育て広場の連携
の強化

現状維持

地域子育て支援拠点事業実
施団と情報交換会を実施し、
各拠点での今後の実施内容
の充実や連携の強化等を図っ
た。

今後も連携を図る方法を検
討していく。

0 0

434
地域子育て支援事
業の推進

現状維持 基本目標８　№364　を参照 基本目標８ №364 を参照 300 こども青少年課

こども青少年課

432
「子育てガイド」の発
行

現状維持
平成28年度版子育てガイドを
発行した。
発行部数25,000部

継続的に実施していく。 800 こども青少年課

障害政策課

431 ブックリストの配布 現状維持

「赤ちゃんのためのブックリス
ト」を「子育てガイド」に盛り込
み、母子手帳交付時などに配
布するほか、市内各施設で配
架した。
発行部数　25,000部

図書館と連携してブックリ
スト更新を検討する。

№432に
含む

№432に
含む

433
「福祉のしおり」の発
行

現状維持 基本目標６　№257　を参照 基本目標６ №257 を参照 5,630 5,188

430
広報誌「てんとうむ
し」の発行

現状維持

年間2回(8月・1月)所報として
発行した。
各号の特集は、208号「相談指
導教室の紹介」、209号「よりよ
い支援のあり方を目指して」
発行部数、各900部

各号の特集テーマをその
時の状況に応じて設定し、
内容の充実を図る。

30 青少年相談センター

こども青少年課

800

30

こども青少年課
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課
健康企画課

22,761

429
育児情報提供環境
の充実

現状維持

子育て応援情報配信事業とし
て、１歳未満の乳児を持つ家
庭を対象に、子どもの月齢に
応じた育児に役立つ情報や市
の子育てに関する情報を登録
者へ配信した。

子育て応援情報配信事業
の対象年齢を妊娠期から３
歳誕生日まで拡大するとと
もに、ホームページの子育
てに関する情報の充実を
図る。

1,320 1,320

428
すくすく保育アテンダ
ントの配置

現状維持 基本目標２　№40　を参照 基本目標２　№40　を参照 29,237

0

424
児童福祉施設等指
導監査の実施

現状維持

保育所等児童福祉施設につき
１０８件、社会福祉法人につき
１１件、認可外保育施設につき
７２件実施した。

実地による監査・監督・指
導の実施

200

保育課

こども青少年課

32,016

427
子どもに関する相談
等について一元的に
応じる組織等の充実

現状維持 基本目標２　№28　を参照 基本目標２　№28　を参照 － －

426
学校環境衛生検査
等の実施

現状維持

市立小・中学校にて実施し、学
校における適正な環境を確保
することで、疾病や障害から守
り、教育の円滑な実施を図っ
た。

継続的に実施していく。 35,872 学校保健課

指導監査課

学校教育課

423
児童福祉施設等の
サービス評価の促進

現状維持
●第三者評価実施施設（1施
設）
●自己評価実施施設（3施設）

継続的に実施していく。 300 300 こども青少年課

163

425
学校評価ガイドライ
ンに基づく学校評価
の実施

現状維持

平成２６年度に引き続き、研究
会を開催し、教育委員会の支
援の在り方について検討し
た。

今後も積極的に情報提供・
情報発信を進める。

0
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４　事業の実施状況

所管課今後の課題・方向性等 予算現額
（単位:千円）

決算額
（単位:千円）№ 事　　　業　　　名

実施
区分

平成27年度の実施状況

150 150

444
走るこども110番の
家の設置

現状維持 基本目標９　№387　を参照 基本目標９ №387 を参照
№386に
含む

2,450

0

436
こどもセンター、児童
館、児童クラブ運営
体制の充実

現状維持 基本目標３　№94　を参照 基本目標３　№94　を参照 45,286

14,715

447
事業所内保育事業
の促進

現状維持 基本目標７　№336　を参照 基本目標７ №336 を参照 4,000 0

市民協働推進課

保育課

1,288446
「市民・行政協働運
営型市民ファンド」の
運営

現状維持 基本目標８　№368　を参照 基本目標８ №368 を参照 1,709

交通・地域安全課

スポーツ課

0

443
こども110番の家の
設置

現状維持 基本目標９　№386　を参照 基本目標９ №386 を参照 1,375 684

442
高校生インターン
シップ（就業体験）の
支援

現状維持 基本目標３　№144　を参照 基本目標３ №144 を参照 0 雇用政策課

交通・地域安全課

№386に
含む

445
企業・大学等スポー
ツネットワーク事業
の推進

現状維持 基本目標３　№119　を参照 基本目標３ №119 を参照

雇用政策課

441
中学生職場体験支
援事業

現状維持 基本目標３　№143　を参照 基本目標３ №143 を参照 655 538

440
さがみはら子ども・青
年アントレプレナー
体験事業の推進

現状維持 基本目標３　№142　を参照 基本目標３ №142 を参照 2,450雇用政策課

学校教育課

439
子育てと仕事の両立
のための広報、啓
発、情報提供

現状維持 基本目標７　№341　を参照 基本目標７ №341 を参照 1,132 966

雇用政策課

保育課437
認定こども園・幼稚
園・保育所・小学校
の連携の推進

拡充・充実 基本目標２　№62　を参照 基本目標２　№62　を参照 0

438
地域若者サポートス
テーション事業の実
施

現状維持 基本目標６　№309　を参照 基本目標６ №309 を参照 14,715

こども施設課43,128
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